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万
葉
集

一
首
中
に
表
れ
る
同
じ
漢
字
の
訓
み
に
つ
い
て
　
(
一
)

『
万
葉
集
』
-
一
首
中
に
表
れ
る
同
じ
文
字
の
訓
み
に
つ
い
て
ー
と
題
し

て
､
か
つ
て
｢
千
里
山
文
学
論
集
｣
に
､
小
考
を
し
た
た
め
た
こ
と
が
あ
る
が
､

今
回
は
『
万
葉
集
』
全
般
に
わ
た
っ
て
'
音
仮
名
の
場
合
は
別
に
し
て
､
訓
仮

名
の
場
合
の
み
を
取
り
上
げ
､
同
じ
漢
字
に
二
通
り
も
し
-
は
'
そ
れ
以
上
に

異
っ
た
訓
み
を
当
て
て
い
る
場
合
'
一
首
中
で
そ
う
し
た
現
象
が
ど
の
よ
う
に

み
ら
れ
る
か
'
そ
し
て
万
葉
の
記
載
者
は
何
か
そ
こ
に
神
経
を
配
っ
て
い
る
か

ど
う
か
､
本
稿
で
は
そ
う
し
た
こ
と
を
出
来
る
だ
け
追
求
し
て
み
た
い
｡

ア
シ
タ

八
隅
知
之
　
我
大
王
乃
　
朝
庭
　
取
撫
賜
　
夕
庭
　
伊
緑
立
之
　
御
執
乃

ア
サ

梓
弓
之
　
奈
加
粥
乃
　
音
為
奈
利
　
朝
埼
ホ
　
今
立
須
良
恩
　
暮
猿
ホ

今
他
田
渚
良
之
　
御
執
能
　
梓
弓
之
　
奈
加
餌
乃
　
音
為
奈
里
　
(
l
･

3
)

村

　

　

英

　

　

子

ア

シ

タ

　

　

　

　

ア

サ

1
㌧
朝
庭
　
朝
猫
ホ

｢
朝
｣
を
｢
ア
シ
タ
｣
と
訓
む
の
は
集
中
案
外
例
が
多
い
｡

ア
シ
タ

○
暮
相
而
　
朝
面
無
美
　
隠
ホ
加
　
気
長
味
之
　
慮
利
為
里
計
武
　
(
l
･

60)

ア
シ
タ

○
秋
山
-
-
-
-
朝
ホ
置
而
　
夕
者
-
-
-
-
朝
露
乃
如
也
　
夕
霧
乃
如
也

(
二
･
2
1
7
)

ア
シ
タ

〇
日
細
之
･
･
･
-
朝
霧
-
･
･
･
･
･
･
朝
庭
　
出
立
偲
　
タ
ホ
波
-
朝
鳥
之
　
(
三
･

481)

ア
シ
タ

○
世
人
之
-
開
朝
者
　
敷
多
倍
乃
-
由
布
幣
ホ
奈
礼
婆
　
伊
射
祢
余
登
-
朝

く
伊
布
許
登
夜
美
　
(
五
･
9
0
4
)
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ア
シ
タ

○
朝
波
　
海
遠
ホ
安
左
里
為
　
暮
去
者
　
倭
部
超
　
嘱
四
乏
母
　
(
六
･

954)

ア
シ
タ

○
暮
相
而
　
朝
面
差
　
隠
野
乃
　
芽
子
者
散
去
寸
　
黄
葉
早
績
也
　
(
八
･

.:)

ア
シ
タ

○
待
レ
時
而
　
落
鍾
礼
能
　
雨
零
収
　
開
朝
香
　
山
之
将
二
黄
撃
　
(
八
･

1551)

ア
シ
タ

○
夜
干
玉
乃
　
今
夜
之
雪
ホ
　
率
所
レ
清
名
　
将
レ
開
朝
ホ
　
消
者
借
家
牟

6

(
八
･
6
4
)
l

ア
シ
タ

○
朝
開
　
夕
者
消
流
　
鴨
頑
草
乃
　
可
レ
消
燈
毛
　
吾
者
為
鴨
　
(
十
･

鰍)
○
玉
響
昨
夕
見
物
A
l
靴
可
レ
懸
毛
　
(
十
1
.
S
)
2

o
妹
懸
不
レ
乳
靴
吹
風
妹
経
者
吾
与
経
　
(
十
二
.
:
)
2

ア
シ
タ

○
朝
去
而
　
暮
者
釆
座
　
君
故
ホ
　
忌
く
久
毛
吾
者
　
歎
鶴
鴨
　
(
十
二
･

N:)

ア
シ
タ

○
冬
木
成
　
春
去
来
者
　
朝
ホ
波
　
白
露
置
　
タ
ホ
波
　
霞
多
奈
批
久
　
汗

1

瑞
能
振
･
･
･
･
･
･
(
十
三
･
g
3
)
3

o
珪
纏
毛
･
･
･
･
･
･
-
各
部
有
刺
楊
･
･
･
･
･
･
-
朝
裳
吉
　
(
十
三
.
a
)
3

ァ

シ

タ

6

0
磯
城
嶋
之
-
･
･
･
朝
者
　
召
而
使
　
夕
者
　
召
而
使
･
･
･
･
･
･
(
十
三
･
S
)
3

ァ

シ

タ

9

0
白
雲
之
･
･
･
･
･
･
･
･
･
朝
庭
　
出
座
而
嘆
　
夕
庭
　
入
座
懸
乍
-
･
･
･
(
十
三
･
s
S
)
3

こ
の
よ
う
に
｢
朝
｣
を
｢
ア
シ
タ
｣
と
訓
む
の
は
基
本
的
に
単
独
的
に
用
い
'

｢
ユ
フ
へ
｣
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い
｡
｢
朝
｣
を
｢
ア
シ
タ
｣
と
訓

む
の
は
集
中
案
外
例
が
多
い
が
､
こ
ん
に
ち
で
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
て
い
な
い
｡

ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
｢
ア
シ
タ
｣
と
訓
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
｡
次
の
｢
あ
さ
｣

が
来
れ
ば
'
｢
あ
し
た
｣
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
｡
な
お
､

｢
旦
｣
と
書
い
て
｢
ア
シ
タ
｣
と
訓
ん
で
い
る
例
も
あ
る
｡

ア
シ
タ

○
真
十
鏡
　
見
不
レ
飽
君
ホ
　
所
レ
贈
哉
　
旦
夕
ホ
　
左
備
乍
将
レ
居
　
(
四
･

572)

○
叩
く
　
物
乎
念
者
　
将
レ
言
為
便
　
将
レ
為
く
便
毛
奈
之
　
妹
与
レ
吾
　
手

ァ

シ

タ

9

携
而
　
旦
者
　
庭
ホ
出
立
夕
者
　
床
打
梯
　
白
組
乃
-
･
･
･
･
･
･
(
八
･
S
S
)

日

日

ア
シ
タ

○
如
比
将
レ
懸
　
物
等
知
者
　
夕
置
而
　
旦
者
消
流
　
露
有
中
尾
　
(
十
二
･

m:)
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ア
シ
タ

○
暮
置
而
　
旦
者
消
流
　
白
露
之
　
可
レ
消
燈
毛
　
吾
者
為
鴨
　
(
十
二
･

?

ア
サ

○
桃
花
･
･
･
･
･
･
･
･
･
呼
等
余
米
　
旦
飛
渡
　
暮
月
夜
　
可
蘇
気
伎
野
連
　
造
-
ホ

2

喧
覆
公
鳥
･
･
･
･
･
･
･
･
･
(
十
九
･
S
)
4

こ
の
四
個
所
に
あ
る
｡
ま
た
'
｢
明
｣
と
書
い
て
｢
ア
シ
タ
｣
　
と
訓
ん
で
い
る

例
も
あ
る
｡

こ
の
三
個
所
に
あ
る
｡
ま
た
､
｢
明
｣
と
書
い
て
｢
ア
サ
｣
　
と
訓
ん
で
い
る
例

も
あ
る
｡

ア
シ
タ

○
秋
山
-
-
-
朝
ホ
置
而
　
夕
者
　
消
等
言
　
霧
己
曽
婆
　
夕
立
而
　
明
者

矢
等
言
-
-
-
(
二
･
2
 
1
 
7
)

○
天
地
之
･

ア
サ明
言
ホ
･

･
真
弓
乃
岡
ホ
　
宮
柱
　
太
布
座
　
御
在
香
乎
　
高
知
座
而

･
(
二
･
1
 
6
 
7
)

こ
の
一
個
所
に
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
｢
ア
シ
タ
｣
を
｢
朝
｣
　
と
い
う
文
字
を

使
う
外
､
｢
旦
｣
や
｢
明
｣
と
い
う
代
る
べ
き
文
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､

｢
朝
｣
と
い
う
集
中
用
例
の
多
い
文
字
を
使
っ
て
い
る
｡

さ
て
､
も
う
一
方
の
同
じ
文
字
'
｢
朝
埼
ホ
｣
　
の
　
｢
朝
｣
を
　
｢
ア
サ
｣
　
と
訓

ア

サ

ガ

ス

-

ア

サ

ケ

l

む
の
は
'
集
中
｢
朝
霞
｣
(
二
･
8
8
)
･
｢
朝
明
｣
(
十
二
･
g
)
な
ど
の
よ
う

2

に
'
た
び
た
び
複
合
語
を
構
成
し
'
｢
ユ
フ
｣
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
が

多
い
｡
｢
ア
サ
｣
は
こ
の
　
｢
朝
｣
と
い
う
文
字
の
外
'
｢
旦
｣
と
書
い
て
｢
ア
サ
｣

と
訓
ん
で
い
る
例
が
あ
る
｡

こ
の
一
個
所
の
み
で
あ
る
が
､
や
は
り
集
中
用
例
の
多
い
l
般
的
な
｢
朝
｣
　
の

文
字
を
使
い
　
｢
ア
サ
｣
と
訓
み
'
｢
旦
｣
や
｢
明
｣
　
の
代
え
ら
れ
る
文
字
を
使

わ
ず
'
｢
ア
シ
タ
｣
　
の
　
｢
朝
｣
と
同
じ
漢
字
を
使
っ
て
あ
る
の
は
意
識
的
で
あ

ろ
う
か
｡

こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
き
た
'
(
一
･
3
)
番
歌
に
表
れ
る
　
｢
朝
｣
　
と
い
う

各
々
の
同
じ
文
字
は
､
両
方
共
外
に
代
る
べ
き
文
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

同
じ
文
字
が
用
い
て
あ
る
｡

ア
サ

〇
八
隅
知
之
-
-
-
春
花
乃
　
遷
日
易
　
村
鳥
乃
　
旦
立
往
者
　
刺
竹
之
-
-
-

7

(
六
･
0
4
)
l

ア
サ

○
秋
野
乎
　
旦
往
鹿
乃
　
跡
毛
奈
久
　
念
之
君
ホ
　
相
有
今
夜
香
　
(
八
･

1613)

霞
立
　
長
春
日
乃
　
晩
家
流
　
和
豆
肝
之
良
受

奴
要
子
鳥
　
卜
歎
居
者
　
珠
手
次
　
懸
乃
宣
久

幸
能
　
山
越
風
乃
　
端
座
　
吾
衣
手
ホ
　
朝
夕
ホ

登
　
念
有
我
母
　
草
枕
　
客
ホ
之
有
者
　
思
遣

村
肝
乃
　
心
乎
痛
見

違
神
　
吾
大
王
乃
　
行

還
比
奴
礼
婆
　
大
夫

鶴
寸
乎
白
土
　
網
能
浦

ノ

ガ

之
　
海
魔
女
等
之
　
焼
塩
乃
　
念
曽
所
レ
焼
　
吾
下
情
　
(
一
･
五
)
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ノ

ガ

2
㌧
網
能
浦
之
　
海
虞
女
等
之

｢
之
｣
を
｢
ノ
｣
･
｢
ガ
｣
と
連
続
句
の
末
尾
に
お
い
て
二
様
に
訓
ん
で
い
る
0

｢
之
｣
を
｢
ノ
｣
と
訓
ん
で
い
る
の
は
漢
字
本
来
の
意
味
と
し
て
受
け
取
れ
る

が
､
｢
ガ
｣
と
訓
む
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
｡
｢
ノ
｣
と
｢
ガ
｣
は
共
に
格
助
詞

と
し
て
相
似
た
意
味
､
機
能
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
'
｢
之
｣
を
｢
ガ
｣

と
訓
ん
で
'
以
前
は
｢
ノ
｣
と
｢
ガ
｣
の
意
味
的
な
区
別
を
あ
ま
り
つ
け
て
い

な
く
､
後
世
に
な
っ
て
分
化
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
思
う
に
'
｢
ノ
｣

と
同
じ
よ
う
な
用
法
の
連
体
修
飾
の
用
法
を
な
す
'
｢
我
が
家
｣
な
ど
の
用
法

が
拡
大
し
て
い
っ
て
､
次
の
用
言
の
主
語
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
｡
そ
れ
で
｢
ノ
｣
･
｢
ガ
｣
共
に
｢
之
｣
の
文
字
を
当
て
た
も
の
と

思
わ
れ
る
が
､
と
に
か
く
集
中
用
例
が
非
常
に
多
い
｡

｢
之
｣
を
｢
ノ
｣
と
訓
む
も
の
は
'
｢
能
｣
や
｢
乃
｣
な
ど
の
代
る
べ
き
文

字
が
あ
る
｡
ま
た
'
｢
之
｣
を
｢
ガ
｣
と
訓
む
も
の
は
､
｢
我
｣
や
｢
加
｣
の
代

る
べ
き
文
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
｢
之
｣
と
い
う
漢
字
を
上
の
句
の
末

尾
と
同
じ
よ
う
に
使
っ
て
あ
る
｡
こ
れ
は
意
識
的
に
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡

ヨ

シ

ロ

君
之
歯
母
　
吾
代
毛
所
レ
知
哉
　
磐
代
乃
　
岡
之
草
根
乎
　
去
来
結
手
名

(
一
･
1
0
)

ヨ

で
あ
る
｡
集
中
に
こ
の
｢
代
｣
と
同
じ
意
味
を
有
す
る
､
｢
世
｣
と
い
う
漢
字

が
あ
る
｡

ヨ

8

0
玉
切
　
及
レ
世
定
　
侍
　
公
依
　
事
繁
(
十
1
･
g
;
)
2

ヨ

シ

ロ

3
㌧
吾
代
毛
所
レ
知
哉
　
磐
代
乃

ヨ

第
二
旬
日
｢
吾
代
毛
所
レ
知
哉
｣
'

シ
ロ

第
三
旬
日
｢
磐
代
乃
｣
と
､
連
続
し
た
句

の
各
々
に
｢
代
｣
と
い
う
同
じ
漢
字
を
使
い
､
異
っ
た
訓
み
を
当
て
て
い
る
｡

｢
吾
代
毛
所
レ
知
哉
｣
の
｢
代
｣
は
｢
ヨ
｣
と
訓
み
､
｢
寿
命
｣
と
い
う
意
味

こ
の
｢
世
｣
も
｢
寿
命
｣
と
い
う
意
味
を
有
す
｡
し
た
が
っ
て
､
こ
の
｢
吾
代

毛
所
レ
知
哉
｣
の
｢
代
｣
は
｢
世
｣
と
い
う
文
字
を
用
い
て
も
不
都
合
で
は
な

い
が
､
第
三
句
の
｢
磐
代
乃
｣
の
｢
代
｣
と
同
じ
漢
字
を
使
っ
て
あ
る
の
は
意

ヨ

識
的
で
あ
ろ
う
か
.
そ
れ
に
し
て
も
､
初
句
に
は
､
｢
君
之
歯
母
｣
と
､
嘉
命
｣

ヨ

と
い
う
意
味
に
'
｢
歯
｣
の
漢
字
を
用
い
て
い
る
の
は
､
一
見
統
一
性
を
欠
い

ヨ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
'
こ
の
初
句
の
　
｢
君
之
歯
母
｣
と
第
二
旬
日
の

ヨ

｢
吾
代
毛
｣
は
並
列
を
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
'
変
化
を
考
慮
し
て
の
表
記

で
あ
ろ
う
か
｡
集
中
｢
歯
｣
を
｢
ヨ
｣
と
訓
む
の
は
こ
こ
一
例
の
み
で
珍
し
い

例
で
あ
る
｡
も
っ
と
も
､
｢
歯
｣
の
漢
字
に
は
､
｢
よ
わ
い
｣
と
い
う
漢
字
本
来

の
意
味
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
､
｢
歯
｣
の
漢
字
を
用
い
た
こ
と
は
不
思
議
で
は

な
い
気
が
す
る
｡

｢
代
｣
の
漢
字
を
｢
ヨ
｣
と
訓
ん
で
い
る
例
は
､
集
中
非
常
に
多
-
の
例
が

あ
り
'
い
ち
い
ち
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
｡

第
三
旬
日
の
｢
磐
代
乃
｣
の
｢
代
｣
を
｢
シ
ロ
｣
と
訓
む
の
は
､
｢
代
｣
の

漢
字
に
｢
か
わ
り
｣
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
｢
か
わ
り
｣
の
意
味
の

｢
シ
ロ
｣
と
い
う
訓
み
を
当
て
た
の
で
あ
ろ
う
｡
｢
磐
代
｣
は
､

イ

ハ

シ

ロ

○
事
痛
者
　
左
右
将
レ
為
乎
　
石
代
之
　
野
遠
之
下
草
　
吾
之
苅
而
者
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3

(
七
･
g
)
l

こ
の
よ
う
に
一
首
中
の
第
二
句
と
第
三
句
の
各
々
に
､
｢
代
｣
と
い
う
同
じ
文

字
を
使
っ
た
の
は
､
記
載
者
の
意
識
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡

の
よ
う
に
｢
石
代
｣
と
書
-
外
､

○
獣
郎
乃
溝
松
之
枝
乎
引
結
真
幸
有
者
亦
遠
見
武
　
(
二
･
ー
)

ア
ヒ

高
山
波
　
雲
根
火
雄
男
志
等
　
耳
梨
輿
　
相
評
競
伎

有
良
之
　
古
昔
母
　
然
ホ
有
許
曽
　
虚
蝉
毛
　
嬬
乎

(
一
･
1
 
3
)

神
代
従
　
如
此
ホ

ア
ラ
ソ
フ

相
格
良
思
吉

の
よ
う
に
｢
磐
自
｣
と
も
書
-
例
が
､
集
中
一
例
の
み
見
ら
れ
る
が
'
｢
磐
白
｣

と
書
-
の
は
古
い
と
考
え
ら
れ
､
｢
代
｣
は

○
獣
椙
乃
崖
之
松
枝
将
レ
結
人
者
反
而
復
将
レ
見
鴨
　
(
二
･
1
 
-
 
3
)

ア

ヒ

ア

ラ

ソ

フ

4
､
相
評
競
伎
　
相
格
良
恩
吉

｢
相
評
競
｣
の
｢
相
｣
を
｢
ア
ヒ
｣
と
訓
ん
で
'

い
る
が
'
こ
の
用
例
は
集
中
非
常
に
数
多
-
表
れ
､

接
頭
語
的
機
能
を
有
し
て

い
ち
い
ち
示
す
こ
と
が
出

○
獣
障
乃
野
中
ホ
立
有
結
松
情
毛
不
レ
解
古
所
レ
念
　
(
二
･
1
 
-
 
4
)

来
な
い
｡
｢
ア
ヒ
｣
を
｢
相
｣
と
書
-
外
､
｢
各
｣
と
い
う
文
字
を
使
っ
て
い
る

例
が
た
っ
た
一
例
の
み
あ
る
｡

イ
ハ
シ
ロ

○
後
将
レ
見
跡
　
君
之
結
有
　
磐
代
乃
　
子
松
之
宇
礼
乎
　
又
将
レ
見
香
聞

(
二
･
1
 
4
 
6
)

ア
ヒ

○
古
之
　
益
荒
丁
子
　
各
競

1

妻
問
為
郎
牟
　
葦
屋
乃
-
-
･
･
･
(
九
･
S
)
日
日

こ
の
よ
う
に
､
先
の
用
例
を
含
め
全
部
で
五
例
見
当
た
る
の
で
､
後
の
時
代
に

お
い
て
は
｢
代
｣
と
固
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
こ
と
は
今
日
｢
岩
代
｣

｢
磐
代
｣
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
｡

さ
て
'
こ
の
｢
代
｣
の
二
つ
の
同
じ
文
字
は
'
一
方
の
｢
吾
代
｣
の
｢
代
｣

は
｢
世
｣
な
ど
代
り
の
文
字
が
あ
る
'
も
う
一
方
の
｢
代
｣
と
い
う
文
字
は
'

｢
自
｣
と
い
う
代
り
の
文
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
｢
代
｣
と
い
う
文
字
を

使
い
'
統
一
性
を
量
っ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
､
｢
ア
ヒ
｣
を
｢
各
｣
と
書
-
珍
し
い
例
が
あ
る
が
'
こ
の
(
一
･

1
 
3
)
番
歌
は
'
や
は
り
｢
各
｣
で
は
な
-
｢
相
｣
の
文
字
を
使
い
､
｢
相
評
競
｣

と
書
-
方
が
自
然
で
あ
る
｡

次
に
､
｢
相
格
良
思
吉
｣
の
｢
相
格
｣
を
単
に
｢
ア
ラ
ソ
フ
｣
と
訓
む
の
は
､

｢
格
｣
に
｢
辞
｣
と
同
じ
意
味
の
あ
る
こ
と
か
ら
い
え
ば
､
｢
相
｣
は
余
計
な
文

字
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
｡
こ
れ
が
古
訓
の
｢
ア
ヒ
ウ
ツ
｣
の
訓
み
を

も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
'
そ
の
訓
み
を
し
た
理
由
は
わ
か
る
よ
う
で
あ

る
｡
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勿
論
､
｢
相
格
｣
二
字
で
｢
ア
ラ
ソ
フ
｣
と
訓
む
こ
と
は
､

ア
ラ
ソ
ヒ

○
春
雨
ホ
　
相
争
不
勝
而
　
吾
屋
前
之
　
楼
花
者
　
開
始
ホ
家
里
　
(
十
･

!)

ア
ラ
ソ
ヒ

○
古
年
-
-
‥
玉
魁
　
毒
毛
須
氏
弓
　
相
争
ホ
　
嬬
問
為
家
留
-
-
-
(
十

if･;)

こ
の
よ
う
に
｢
相
争
｣
二
字
で
｢
ア
ラ
ソ
フ
｣
と
訓
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
勘

案
す
れ
ば
'
誤
り
と
は
い
い
切
れ
な
い
が
'
｢
相
評
競
｣
の
｢
相
｣
を
｢
ア
ヒ
｣

と
訓
む
の
に
揃
え
て
､
案
外
｢
ア
ヒ
ア
ラ
ソ
フ
ラ
シ
キ
｣
と
九
音
に
訓
ん
で
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
｡
末
尾
を
五
･
三
･
七
音
で
終
る
例
は
'
｢
コ
コ
ロ
ナ
ク
.

ク
モ
ノ
･
カ
ク
サ
フ
ベ
シ
ャ
｣
(
一
･
1
 
7
)
に
も
あ
っ
て
､
｢
ウ
ツ
セ
､
､
､
モ
.
ツ

マ
ヲ
.
ア
ラ
ソ
フ
ラ
シ
キ
｣
の
訓
み
の
方
が
有
力
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
､

一
案
と
し
て
記
し
て
お
-
｡
も
っ
と
も
'
｢
ア
ラ
ソ
フ
｣
は
仮
名
書
以
外
は
,

9

1

先
に
示
し
た
(
十
･
s
s
)
(
十
九
･
c
q
 
-
)
番
の
｢
相
争
｣
の
外
'

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

4

ア
ラ
ソ
ヒ

○
白
露
ホ
　
荒
争
金
手
　
咲
芽
子
　
散
惜
兼
　
雨
莫
零
根
　
(
十
･
1
1
6
)
2

ア
ラ
ソ
フ

○
葦
屋
之
　
菟
名
負
虞
女
之
-
-
-
購
吾
之
故
　
大
夫
之
　
荒
争
見
者

9

離
レ
生
･
･
･
･
･
･
･
･
･
(
九
･
S
)
l

ア
ラ
ソ
フ

○
此
暮
　
秋
風
吹
奴
　
白
露
ホ
　
荒
争
芽
子
之
　
明
日
将
レ
咲
見
　
(
十
･

a)

ァ

ラ

ソ

ヒ

4

0
父
母
賀
　
成
乃
任
年
･
･
･
･
･
･
･
･
神
之
共
　
荒
競
不
勝
而
･
･
･
･
･
･
･
･
･
(
九
･
g
)
l

ア
ラ
ソ
フ

○
古
ホ
　
有
家
流
和
射
乃
-
-
-
宇
都
勢
美
能
名
乎
競
争
登
玉
魁
-
-
-

‖
H

(
+
九
･
=
)
4

ア
ラ
ソ
フ

○
捷
文
忌
之
伎
鴨
-
-
-
露
霜
之
消
者
消
倍
久
去
鳥
乃
相
競
端
ホ
-
-

-
(
二
･
1
9
9
)

こ
の
よ
う
に
｢
荒
争
｣
･
｢
荒
競
｣
･
｢
競
争
｣
･
｢
相
競
｣
の
ご
と
く
二
字

に
し
て
い
る
も
の
八
例
あ
る
が
'
一
字
の
も
の
は
'ア

ラ
ソ
ヒ

〇
四
具
礼
能
南
　
無
レ
間
之
零
者
　
真
木
葉
毛
　
争
　
不
勝
而

里
　
(
十
･
S
)
2

色
付
ホ
家

ア
ラ
ソ
ヘ

○
争
者
　
神
毛
悪
為
　
縦
咲
八
師
　
世
副
流
君
之
　
悪
有
美
君
ホ
　
(
二
･

?

こ
の
二
例
し
か
な
い
の
を
思
え
ば
､
｢
相
格
｣
で
｢
ア
ラ
ソ
フ
｣
と
訓
ま
せ
た

と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
｡

こ
の
(
一
･
3
)
番
歌
は
同
じ
漢
字
の
一
万
㌧
｢
相
評
競
｣
の
｢
相
｣
は
こ

の
文
字
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
'
も
う
一
方
の
｢
相
格
｣
は
'
｢
競
争
｣
や
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｢
荒
争
｣
な
ど
代
え
ら
れ
る
文
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
｢
相
辞
競
｣
　
の

｢
相
｣
と
同
じ
文
字
を
使
っ
た
｢
相
格
｣
の
文
字
を
わ
ざ
わ
ざ
用
い
て
い
る
｡

フ

リ

三
吉
野
之
　
耳
我
嶺
ホ
　
時
無
曽
　
雪
者
落
家
留
　
間
無
曽
　
雨
者
零
計

オ
チ

頬
　
其
雪
乃
　
時
無
如
　
其
雨
乃
　
間
無
如
　
隈
毛
不
レ
落
　
念
乍
叙
来

其
山
道
乎
　
(
一
･
2
 
5
)

フ
ル

〇
三
芳
野
之
　
耳
我
山
ホ
　
時
日
久
曽
　
雪
者
落
等
言
　
無
レ
間
曽
　
雨
者

フ

ル

ォ

チ

落
等
言
　
其
雪
　
不
時
如
　
其
雨
　
無
レ
聞
知
　
隈
毛
不
レ
堕
　
恩
乍
叙
来

其
山
道
乎
　
(
一
･
2
 
6
)

フ

リ

オ

チ

5
､
雪
者
落
家
留
　
隈
毛
不
レ
落

｢
落
｣
を
｢
オ
チ
｣
と
訓
む
こ
と
は
､
い
う
ま
で
も
な
-
正
訓
で
あ
る
が
､

こ
こ
は
抽
象
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
｢
フ
-
｣
と
訓
む
こ
と
は
'
｢
落

下
｣
な
ど
の
熟
語
か
ら
意
を
も
っ
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
｢
フ
ル
｣
　
に
は

｢
落
｣
　
の
外
､

フ
ル

○
居
明
而
　
君
乎
者
将
レ
待
　
奴
婆
珠
能
　
吾
黒
髪
ホ
　
霜
者
零
騰
文

(
二
･
8
9
)

フ

ル

6

0
甚
毛
　
夜
深
勿
行
　
道
連
之
　
湯
小
竹
之
於
ホ
　
霜
降
夜
蔦
(
十
･
S
E
)
2

こ
の
よ
う
に
｢
零
｣
や
｢
降
｣
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
｡

そ
れ
に
し
て
も
同
じ
文
字
を
異
っ
て
訓
む
の
は
ま
ざ
ら
わ
し
い
の
で
あ
る
が
'

フ

リ

今
の
場
合
第
六
句
に
｢
両
者
零
計
類
｣
と
'
｢
零
｣
字
を
｢
フ
リ
｣
と
訓
ま
せ

て
い
る
の
は
'
わ
ざ
と
異
っ
た
字
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
の
点
'
或
本

歌
の

フ
ル

第
四
句
､
第
六
句
共
に
｢
落
等
言
｣
と
｢
落
｣
字
を
用
い
'
｢
隈
毛
不
堕
｣
と

｢
落
｣
を
｢
堕
｣
に
代
え
て
い
る
の
は
注
意
し
て
よ
い
｡
す
な
わ
ち
､
或
本
歌

(
一
･
2
 
6
)
番
歌
に
は
明
ら
か
に
簡
素
化
､
統
一
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
､
こ
れ
を
時
期
の
前
後
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
は
'
今
少

し
全
体
を
見
通
し
た
上
で
な
い
と
い
え
な
い
｡

フ

リ

さ
て
､
こ
の
一
首
中
の
｢
落
｣
と
い
う
漢
字
は
'
｢
雪
者
落
家
留
｣
の
｢
落
｣

は
｢
降
｣
や
｢
零
｣
の
代
え
ら
れ
る
文
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
｢
隈
毛

不
レ
落
｣
の
｢
落
｣
と
同
じ
文
字
が
用
い
て
あ
る
｡

オ
チ

｢
隈
毛
不
レ
落
｣
の
｢
落
｣
は
'
先
に
示
し
た
或
本
歌
(
一
･
2
 
6
)
　
の
用
例
'

｢
隈
毛
不
レ
堕
｣
の
｢
堕
｣
の
漢
字
が
考
え
ら
れ
る
が
'
集
中
例
の
多
い
漢
字
本

来
の
意
味
を
も
つ
｢
落
｣
を
用
い
る
の
が
穏
当
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
｢
雪

フ

リ

オ

チ

者
落
家
留
｣
の
｢
落
｣
は
､
｢
隈
毛
不
レ
落
｣
の
｢
落
｣
を
意
識
し
て
用
い
た
も

の
か
｡
両
方
共
代
え
ら
れ
る
文
字
が
あ
る
が
､
後
者
の
　
｢
隈
毛
不
レ
落
｣
　
の

｢
落
｣
は
当
然
こ
の
｢
落
｣
の
漢
字
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
｡

ヽ
ヽ
ヽ

玉
手
次
畝
火
之
山
乃
橿
原
乃
　
日
知
之
御
世
従
服
レ
乾
阿
礼
座
師

一

r

′

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ

)

フ

ア
メ

神
之
轟
　
穆
木
乃
弥
継
嗣
ホ
天
下
　
所
レ
知
食
之
乎
細
粒

倭
乎
置
而
青
丹
吉
平
山
乎
超
甜
賑
甜
相
場
齢
相
　
何
方

天
ホ
満

シ御
念
食
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ア

マ

ア

レ

ド

可
だ
相
即
天
離
夷
者
離
レ
有
石
走
　
淡
海
園
乃
　
楽
浪
乃

ア

メ

ス

メ

ロ

キ

ミ

宮
ホ
　
天
下
　
所
レ
知
食
兼
　
天
皇
之
　
神
之
御
言
能
　
大
宮
者

キ

ケ

ド

モ

イ

ヘ

ド

モ

等
難
レ
聞
大
殿
者
　
此
間
等
離
レ
云
　
春
草
之
　
茂
生
有
　
霞
立

大
津
　
こ
の
四
例
あ
る
だ
け
で
あ
る
｡
こ
れ
は
｢
思
ふ
｣
に
敬
語
の
｢
す
｣
を
添
え
て
,

此
間

春
日
之
霧
流
舶
毎
宗
鮎
踊
百
磯
城
之
大
宮
虞
見
者
悲
毛
碧
朗
鞘

(
一
･
2
 
9
)

｢
オ
モ
ホ
ス
｣
と
訓
ん
だ
も
の
で
あ
る
｡
尊
敬
の
助
動
詞
｢
ス
｣
に
｢
御
｣
と

い
う
文
字
を
当
て
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
｢
御
念
食
可
｣
の
句
の

オ

モ

ホ

シ

下
に
｢
或
云
所
レ
念
計
米
可
｣
と
加
え
ら
れ
て
い
る
が
､
こ
の
｢
所
レ
念
｣
を

｢
オ
モ
ホ
ス
｣
と
訓
む
例
は
､

､

､

ヽ

シ

,

,

,

6
㌧
日
知
之
御
世
従
　
御
念
食
可
　
神
之
御
言
能

､

'

､

ヨ

オ

モ

ホ

シ

､

,

､

コ

ト

｢
御
｣
に
つ
い
て
｢
御
世
｣
･
･
｢
御
念
｣
･
｢
御
言
｣
と
｢
御
｣
を
｢
ミ
｣

と
訓
ん
で
い
る
も
の
二
例
'
｢
シ
｣
と
訓
ん
で
い
る
も
の
一
例
で
あ
る
｡
｢
御
｣

を
｢
,
,
､
｣
と
訓
む
の
は
尊
称
と
し
て
'
た
び
た
び
見
ら
れ
珍
し
い
存
在
で
は
な

い
が
'
｢
御
念
｣
を
｢
オ
モ
ホ
シ
｣
と
訓
ん
で
い
る
の
は
外
に
,

オ
モ
ホ
シ

○
吾
大
王
　
物
莫
御
念
　
須
責
神
乃
　
嗣
而
賜
流
　
吾
莫
勿
久
ホ
　
(
一
･

77)

〇
八
隅
知
之
　
吾
大
王
　
高
照
　
日
乃
皇
子
　
荒
妙
乃
-
-
-
神
長
柄

オ

モ

ホ

ス

所
レ
念
奈
戸
二
　
天
地
毛
･
･
･
･
･
･
･
･
･
(
1
･
E
B
)

○
飛
鳥
　
明
日
香
乃
河
之
-
-
⊥
二
五
月
之

与
時
く
･
･
･
･
･
･
･
･
･
(
二
･
_
 
Z
)

オ

モ

ホ

シ

益
目
頬
染
　
所
レ
念
之
　
君

○
明
日
香
能
　
清
御
原
乃
宮
不
･
･
･
･
･
･
･
･
何
方
ホ

(
二
･
g
)

オ

モ

ホ

シ

所
レ
念
食
可
　
神
風
乃
-
-
-

オ
モ
ホ
シ

○
天
地
之
　
初
時
-
-
-
天
水
　
仰
而
待
ホ
　
何
方
ホ
　
御
念
食
可
-
-
-

(
二
･
1
 
6
 
7
)

オ

モ

ホ

ス

○
世
間
之
　
人
辞
常
　
所
レ
念
莫
　
真
曽
懸
之
不
レ
相
日
乎
多
美
　
(
十
二
･

棚)

オ
モ
ホ
ス

○
藤
浪
之
　
花
者
盛
ホ
　
成
釆
　
平
城
京
平
　
御
念
八
君
　
(
三
･
3
 
-
 
0
)

オ
モ
ホ
シ

○
磯
城
嶋
之
　
日
本
国
之
　
何
方
　
御
念
食
可
津
礼
毛
無
-
-
-
(
十
三
･

sw)

な
ど
と
'
｢
所
念
｣
と
い
う
文
字
を
用
い
て
､
｢
オ
モ
ホ
ス
｣
と
訓
ん
で
い
る
個

所
が
あ
る
が
'
何
れ
も
敬
語
的
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
,
日
本
語
と

漢
語
と
の
相
違
を
巧
み
に
調
和
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
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ア

メ

　

　

　

　

　

ソ

ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

マ

　

　

　

　

　

ア

メ

　

　

　

　

　

ス

メ

ロ

キ

7
､
天
下
　
天
ホ
満
　
天
離
　
天
下
　
天
皇
之

一
首
の
中
で
｢
天
｣
と
い
う
漢
字
を
五
文
字
も
用
い
､
そ
れ
ぞ
れ
｢
ア
メ
｣
･

｢
ソ
ラ
｣
･
｢
ア
マ
｣
･
｢
ス
メ
ロ
ギ
｣
と
変
化
に
富
ん
だ
使
い
方
を
し
て
い

る
の
は
面
白
い
｡
そ
の
一
面
何
か
統
一
性
を
欠
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
'
そ

の
何
れ
も
が
､
固
定
し
て
ま
ざ
れ
な
い
だ
け
の
歴
史
を
も
っ
た
訓
み
で
あ
る
だ

け
に
'
書
い
た
人
も
安
心
し
て
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
｡

｢
天
｣
を
｢
ア
メ
｣
･
｢
ア
マ
｣
と
訓
む
場
合
､
外
に
代
る
べ
き
漢
字
は
な
い
0

●

●

｢
天
ホ
満
｣
は
｢
ソ
ラ
ニ
-
ツ
｣
と
訓
ん
で
大
和
の
枕
詞
で
あ
る
｡
集
中
､
同

じ
く
枕
詞
で
｢
ソ
ラ
ミ
ツ
｣
と
い
う
例
が
一
例
あ
る
｡

(
二
･
1
 
6
 
7
)

ス
メ
ロ
キ

○
梓
弓
　
手
取
持
而
　
大
夫
之
-
-
-
心
曽
痛
　
天
皇
之
-
-
-
(
二
･
2
 
3
 
0
)

ス
メ
ロ
ギ

○
天
皇
乃
　
等
保
伎
美
与
ホ
毛
　
於
之
弓
流
　
難
波
乃
久
ホ
く
-
･
･
･
･
･
･

0

(
二
十
･
g
S
)
4

こ
の
三
例
あ
る
､
ま
た
'

ソ

ラ

ミ

ツ

6

0
空
見
津
　
倭
国
　
青
丹
吉
　
常
山
越
而
　
山
代
之
･
･
･
･
･
･
･
･
･
(
十
三
･
S
)
3

こ
の
よ
う
に
｢
空
見
津
｣
と
書
い
て
｢
ソ
ラ
-
ツ
｣
と
訓
ん
で
い
る
｡
｢
空
｣

を
｢
ソ
ラ
｣
と
訓
む
の
は
､
取
り
立
て
て
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
､

｢
天
｣
を
｢
ソ
ラ
｣
と
訓
む
の
は
､
｢
天
｣
と
い
う
漢
字
に
｢
空
｣
と
い
う
意
味

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
万
葉
の
記
載
者
は
こ
こ
に
お
い
て
'

｢
空
｣
の
漢
字
を
用
い
ず
､
わ
ざ
わ
ざ
｢
ソ
ラ
｣
に
｢
天
｣
　
の
漢
字
を
当
て
た

の
は
､
何
か
そ
こ
に
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
｡

｢
天
皇
｣
を
｢
ス
メ
ロ
キ
｣
と
訓
む
の
は
､
今
我
々
が
い
う
｢
天
皇
｣
の
こ

と
を
､
｢
オ
ホ
キ
-
｣
と
よ
ぶ
の
に
対
し
て
､
皇
祖
の
天
皇
を
主
と
し
て
い
う
｡

集
中
に
お
い
て
は
'
｢
天
皇
｣
を
｢
ス
メ
ロ
ギ
｣
と
訓
む
例
は
こ
の
外
'

ス
メ
ロ
キ

○
天
雲
之
　
向
伏
固
　
武
士
登
　
所
レ
云
人
者
　
皇
祖
　
神
之
御
門
ホ
-
-
-

(
三
･
4
4
3
)

ス
メ
ロ
キ

〇
八
隅
知
之
　
吾
大
王
乃
　
高
敷
為
　
日
本
国
者
　
皇
祖
乃
　
神
之
御
代
目
-
-

7

-
(
六
･
g
)
l

ス

メ

ロ

キ

8

0
皇
祖
乃
　
神
御
門
乎
　
憾
兄
等
　
侍
従
時
ホ
　
相
流
公
鴨
　
(
十
l
･
:
)

と
'
漢
字
本
来
の
意
味
を
持
つ
　
｢
皇
祖
｣
を
｢
ス
メ
ロ
キ
｣
と
訓
ん
で
い
る
も

の
三
例
あ
る
｡
こ
の
外
､

ス
メ
ロ
キ

○
天
地
之
　
初
時
　
久
堅
之
-
-
-
神
随
　
太
布
座
而
　
天
皇
之
-
-
-

ス

メ

ロ

キ

○
皇
祖
神
之
　
神
宮
人
　
冬
薯
頚
葛
　
弥
常
敷
ホ
　
吾
反
将
レ
見
　
(
七
･

1133)
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ス

メ

ロ

キ

○
皇
神
祖
之
　
遠
御
代
三
世
波
　
射
布
折
　
酒
飲
等
伊
布
曽
　
此
保
賓
我
之

波
　
(
十
九
･
N
 
g
)
4

ス

メ

ロ

キ

○
皇
神
祖
之
　
神
乃
御
言
乃
　
敷
座
　
園
之
轟
　
湯
者
霜
-
-
-
(
三
･
3
 
2
 
2
)

ス

メ

ロ

キ

○
可
気
麻
久
母
　
安
夜
ホ
加
之
古
思
　
皇
神
祖
乃
加
見
能
大
御
世
ホ
-
-
-

1

(
十
八
･
1
 
1
)
4

○
葦
原
能
　
美
豆
保
囲
乎
　
安
麻
久
太
利
-
-
-
-
-
-
神
安
比
宇
豆
奈
比

ス

メ

ロ

キ

4

皇
御
祖
乃
　
御
霊
多
須
気
早
-
-
-
(
十
八
･
0
9
)
4

と
あ
り
､
｢
皇
祖
神
｣
･
｢
皇
神
祖
｣
･
｢
皇
御
祖
｣
を
｢
ス
メ
ロ
キ
｣
と
訓

ん
で
い
る
例
が
あ
る
｡

ス
メ
ロ
キ

さ
て
､
こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
み
る
と
､
こ
の
(
1
･
g
S
)
番
歌
の
｢
天
皇
｣

ア

レ

ド

キ

ケ

ド

モ

イ

ヘ

ド

モ

8
､
夷
者
離
レ
有
　
此
間
等
離
レ
聞
　
此
間
等
難
レ
云

｢
離
｣
に
つ
い
て
｢
ど
｣
･
｢
ど
も
｣
と
両
方
の
訓
み
方
は
非
常
に
多
い
の

で
､
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
が
'
本
来
｢
ど
｣
と
｢
ど
も
｣
と
は
大
し
て
相
違

が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
多
分
｢
ど
も
｣
に
し
て
も
｢
ど
｣
に
｢
も
｣
が
添
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
し
た
が
っ
て
､
｢
ど
｣
と
訓
み
｢
ど
も
｣
と
訓
ま
せ
る
も

の
は
音
の
数
で
あ
る
｡
｢
コ
コ
ト
キ
ケ
ド
モ
｣
に
し
て
も
'
｢
コ
コ
ト
キ
ケ
｣
と

五
音
な
ら
'
こ
れ
に
続
-
｢
難
｣
は
｢
ド
モ
｣
と
二
音
に
恐
ら
く
訓
ん
だ
の
で

あ
ろ
う
｡
集
中
｢
難
｣
を
｢
ド
｣
と
訓
む
例
も
｢
ド
モ
｣
と
訓
む
例
も
非
常
に

多
い
｡
｢
ド
｣
と
訓
む
方
に
は
'
｢
騰
｣
や
｢
跡
｣
な
ど
代
る
べ
き
文
字
が
多
数

あ
る
｡
｢
ド
モ
｣
と
訓
む
場
合
も
､
｢
鞠
｣
や
｢
伴
｣
の
代
わ
る
べ
き
文
字
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
同
じ
｢
離
｣
と
い
う
漢
字
を
用
い
て
い
る
の
は
､
や
は

り
意
識
的
で
あ
ろ
う
｡

は
意
味
を
考
え
た
場
合
'

あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
'

●

で
あ
ろ
う
か
｡
｢
天
下
｣

む
し
ろ
'
｢
皇
祖
｣
の
漢
字
を
用
い
る
の
が
適
切
で

｢
天
皇
｣
の
漢
字
を
わ
ざ
わ
ざ
使
っ
た
の
は
意
図
的

●

●

･
｢
天
ホ
満
｣
･
｢
天
離
｣
の
｢
天
｣
を
意
識
し
て
'

八
隅
知
之
　
吾
大
王
之
　
所
レ
聞
食
　
天
下
ホ
　
園
者
思
毛
　
洋
二
離
レ
有

卜

山
川
之
　
清
河
内
跡
　
御
心
平
　
吉
野
乃
園
之
　
花
散
相
　
秋
津
乃
野
遠

●

｢
皇
祖
｣
と
書
-
べ
き
と
こ
ろ
｢
天
皇
｣
と
い
う
漢
字
を
使
い
統
一
化
を
量
っ

た
も
の
か
｡
｢
天
下
｣
の
｢
天
｣
･
｢
天
離
｣
の
｢
天
｣
は
外
に
代
る
べ
き
文

字
は
な
い
が
'
｢
天
ホ
満
｣
-
の
｢
天
｣
は
｢
空
｣
に
､
｢
天
皇
｣
は
｢
皇
祖
｣
に

そ
れ
ぞ
れ
代
る
べ
き
文
字
が
あ
る
｡
万
葉
の
記
載
者
の
意
識
が
推
し
量
ら
れ
る
｡

ホ
　
宮
柱
　
太
敷
座
波
　
百
磯
城
乃

舟
競
　
夕
河
渡
　
比
川
乃
　
絶
事
奈
久

ド

瀧
之
宮
子
披
　
見
礼
跡
不
レ
飽
可
聞

大
宮
人
者
　
般
並
弓
　
旦
川
渡

此
山
乃
　
弥
高
思
良
珠
　
水
激

(
一
･
3
 
6
)

ト

ド

9
､
清
河
内
跡
　
見
礼
跡
不
レ
飽
可
聞

一
首
中
に
お
い
て
｢
跡
｣
の
文
字
を
清
音
に
訓
ま
せ
た
り
'
淘
音
に
訓
ま
せ

た
り
し
て
い
る
例
で
あ
る
｡

そ
の
前
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
､
は
た
し
て
､
上
代
人
に
清
濁
の
音
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韻
観
念
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
ど
う
か
'
と
い
う
こ
と
か
ら
掘
り
下
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
､
清
海
の
研
究
態
度
は
緩
慢
で
あ
る
と
い
う
か
'
無

関
心
で
あ
る
と
い
う
か
'
決
定
的
な
法
則
と
い
う
も
の
が
な
-
処
置
に
困
る
の

で
あ
る
｡
文
字
の
位
置
を
考
え
た
時
'
語
頭
に
位
置
す
る
文
字
な
い
し
音
は
清

音
で
あ
る
が
､
問
題
は
語
中
尾
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
に
関
す
る
研

究
は
本
稿
に
お
い
て
は
余
裕
が
な
い
の
で
'
こ
の
程
度
に
留
め
本
筋
に
も
ど
す

が
'
特
に
こ
の
｢
跡
｣
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
｡
文
字
的
性
質

に
つ
い
て
借
訓
文
字
的
性
質
'
｢
『
ア
ト
』
の
『
ア
』
音
節
が
省
略
と
い
う
意
識

が
早
-
か
ら
消
え
て
､
す
で
に
訓
仮
名
と
し
て
の
性
質
を
発
揮
し
て
い
る
｣
と
｡

｢
高
菜
｣
(
第
三
十
六
号
'
十
二
貢
)
　
に
お
い
て
､
西
宮
一
民
が
述
べ
て
お
ら
れ

る
ご
と
く
で
あ
る
｡

要
す
る
に
一
首
中
に
お
い
て
も
､
こ
の
清
尚
の
訓
み
が
非
常
に
多
-
不
明
な

ま
ま
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
み
示
し
て
お
-
｡
例
を
あ
げ
る
な
ら

ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
｡

な
ど
が
あ
る
｡

さ
て
､
こ
の
｢
跡
｣
を
｢
ト
｣
と
訓
む
場
合
に
は
｢
輿
｣
や
｢
等
｣
の
代
る

べ
き
文
字
が
あ
る
｡
ま
た
'
｢
ド
｣
と
訓
む
場
合
に
も
｢
難
｣
や
｣
｢
等
｣
の
代

る
べ
き
文
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
同
じ
文
字
が
使
っ
て
あ
る
の
は
意
識

的
で
あ
ろ
う
か
｡

シ

安
見
知
之
　
吾
大
王
　
神
長
柄
　
神
佐
備
世
須
登
　
芳
野
川
　
多
重
津
河

シ

リ

ノ

ポ

リ

内
ホ
　
高
殿
乎
　
高
知
庭
而
　
上
立
　
国
見
乎
為
勢
姿
　
塵
有
　
青
垣
山

マ
ツ
ル

山
神
乃
　
奉
御
調
等
　
春
部
者
　
花
挿
頭
持
　
秋
立
者
　
黄
葉
頑

刺
理
監
預
逝
副
川
之
神
母

マ

ツ

ル

カ

-

大
御
食
ホ
　
仕
奉
等
　
上
瀬
ホ
　
鵜

ツ
カ
フ

川
平
立
　
下
瀬
ホ
　
小
網
刺
渡
　
山
川
母
　
依
弓
奉
流
　
神
乃
御
代
鴨

(
一
･
3
 
8
)

O
｢
春
部
者
｣

ヾノ

｢
花
挿
頭
持
秋
立
者
｣
(
一
･
3
 
8
)

シ

シ

リ

1
 
0
､
安
見
知
之
　
高
知
座
而

｢
ヤ
ス
-
シ
シ
｣
　
の
用
字
に
つ
い
て
は
'
こ
こ
の
　
｢
安
見
知
之
｣

ワ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ワ

の
外
'
集

タ

O
｢
秋
田
之
｣

ダ

｢
穂
田
乃
苅
婆
加
｣
(
四
･
5
 
1
 
2
)

ツ

O
｢
見
津
乃
潰
連
ホ
｣

ヅ

｢
魚
津
左
比
去
者
｣
(
四
･
5
 
0
 
9
)

ト

O
｢
吾
妹
子
跡
｣

ド

｢
物
ホ
波
在
跡
｣
(
四
･
g
)

中
多
-
｢
八
隅
知
之
｣
　
の
用
字
で
表
れ
'
｢
我
が
大
君
｣
や
　
｢
我
ご
大
君
｣
　
に

か
か
る
枕
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
｡
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
､

天
皇
を
讃
美
し
た
枕
詞
の
一
つ
で
あ
る
｡
｢
八
隅
知
之
｣
　
の
用
字
は
万
葉
に

現
わ
れ
､
釈
日
本
紀
(
和
歌
)
　
に
も
｢
八
隅
知
也
｣
と
注
し
て
い
る
よ
う
に
､

八
隅
を
知
ろ
し
め
す
の
意
で
我
ガ
大
君
に
か
け
た
ら
し
い
が
'
も
と
の
意
味

は
確
か
で
な
い
｡
な
お
'
は
か
に
人
麻
呂
･
赤
人
の
作
歌
な
ど
に
｢
安
見
知

之
｣
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
､
当
時
'
安
ら
か
に
見
そ
な
わ
す
と
い
う
解
釈

も
一
方
で
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
｡
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と
あ
る
が
､
｢
八
隅
知
之
｣
も
､
｢
安
見
知
之
｣
も
'
も
と
の
意
味
に
つ
い
て
は

と
も
か
く
と
し
て
'
両
方
の
用
字
に
つ
い
て
は
'
ど
ち
ら
も
｢
知
｣
を
｢
シ
｣

と
訓
み
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
､
語
義
的
に
｢
知
｣
と
い
う
文
字
に
は

｢
治
め
る
｣
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
､
｢
知
｣
の
文
字
を
用
い
た
の
で

あ
ろ
う
｡
要
す
る
に
｢
安
見
知
之
｣
の
｢
知
｣
の
文
字
は
'
こ
れ
で
な
け
れ
ば
､

外
に
代
る
文
字
が
な
い
｡
し
た
が
っ
て
'
記
載
時
に
特
に
神
経
を
配
っ
て
書
く

必
要
が
な
い
文
字
で
あ
る
｡

シ

-

シ

ラ

｢
高
知
座
而
｣
の
｢
知
｣
を
｢
シ
ル
｣
と
訓
む
の
は
､
集
中
｢
高
忠
良
珠
｣

(
一
･
誠
)
と
一
字
1
音
で
訓
む
例
が
1
例
の
み
あ
る
以
外
は
'
す
べ
て
,
｢
高

6

所
知
｣
(
六
･
o
 
o
)
･
｢
高
知
為
｣
(
六
･
S
:
 
n
)
な
ど
と
あ
り
｢
知
｣
以
外
の
文

1

字
は
な
い
.
し
た
が
っ
て
'
こ
の
1
首
中
の
｢
知
｣
の
両
方
の
文
字
は
外
に
代

ぇ
る
文
字
が
な
い
｡
万
葉
の
記
載
者
は
｢
知
｣
に
つ
い
て
は
特
に
神
経
を
配
っ

て
書
い
た
も
の
で
な
く
ご
-
自
然
に
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

ノ

ポ

リ

　

　

　

　

カ

･

,

､

H
t
上
立
　
上
瀬
ホ

｢
上
立
｣
の
｢
上
｣
の
文
字
を
｢
ノ
ポ
リ
｣
と
訓
み
'
｢
上
瀬
ホ
｣
の
｢
上
｣

を
｢
カ
,
､
､
｣
と
訓
ん
で
い
る
が
､
｢
下
瀬
ホ
｣
の
｢
下
｣
を
｢
シ
モ
｣
と
訓
ん

で
い
る
の
に
対
応
さ
せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
｢
上
瀬
ホ
｣
の

カ
,
,
ヽ

カ
･
､
ヽ

｢
上
｣
は
外
に
代
る
べ
き
漢
字
が
な
い
｡
こ
の
代
る
べ
き
漢
字
が
な
い
｢
上
｣

と
い
う
漢
字
に
統
一
し
よ
う
と
意
識
的
に
'
｢
上
立
｣
の
｢
ノ
ポ
リ
｣
を
｢
登
｣

の
漢
字
を
使
う
の
を
控
え
'
｢
上
｣
の
漢
字
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
集
中

｢
登
｣
の
漢
字
を
用
い
て
い
る
例
は
次
の
ご
と
く
あ
る
｡

○
衣
手
常
陸
図
二
並
-
･
･
･
･
･
･
噴
鳴
郵
峯
上
乎
･
･
･
･
･
･
･
･
･
(
九
.
S
)
l

ノ
ポ
リ

○
草
枕
客
之
憂
乎
名
草
漏
事
毛
有
哉
跡
筑
波
嶺
ホ
登
而
見
者
-
-
-

7

(
九
･
7
 
5
)
1

ノ
ポ
リ

○
男
神
ホ
　
雲
立
登
　
斯
具
礼
零
　
清
適
友
　
吾
将
レ
反
哉
　
(
九
･
E
)
l

○
忍
照

g=)

ノ
ポ
ル

難
波
乃
埼
ホ
　
引
登
　
赤
曽
朋
舟
　
曽
朋
舟
年
-
-
-
(
十
三
･

こ
の
他
'

ノ
ポ
リ

○
天
離
　
夷
等
之
在
者
-
-
-
叔
羅
河
　
奈
頑
左
比
拝
　
平
瀬
ホ
波
-
-
-

9

(
十
九
･
1
 
8
)
4

｢
締
｣
を
｢
ノ
ボ
-
｣
と
訓
ん
で
お
り
､
ま
た
'

ノ
ポ
リ

○
山
常
庭
村
山
有
等
取
輿
呂
布
天
乃
番
兵
j
騰
立
国
見
乎
為
者
･
･
･
･
･
･

-

(

一

･

2

)

｢
騰
｣
を
｢
ノ
ボ
-
｣
と
訓
ん
で
い
る
｡

さ
て
'
こ
の
よ
う
に
｢
ノ
ボ
-
｣
に
は
｢
登
｣
や
｢
拝
｣
･
｢
騰
｣
な
ど
の

ノ
ポ
リ

漢
字
が
集
中
に
み
ら
れ
'
こ
こ
の
場
合
の
｢
上
立
｣
の
｢
上
｣
の
漢
字
は
外
に
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カ

…

代
る
べ
き
漢
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
も
う
一
方
の
｢
上
瀬
林
｣
の
｢
上
｣

の
漢
字
と
同
じ
文
字
を
用
い
て
い
る
の
は
意
識
的
で
あ
ろ
う
か
｡

マ

ツ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

マ

ツ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

カ

7

1
 
2
㌧
奉
御
調
等
　
仕
奉
等
　
依
弓
奉
流

｢
奉
｣
を
｢
マ
ツ
ル
｣
と
訓
ま
せ
て
｢
献
上
｣
の
意
と
す
る
の
は
特
に
珍
し

い
例
で
は
な
い
が
､
｢
奉
｣
を
｢
ツ
カ
フ
｣
と
訓
ん
で
い
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
｡
集
中
に
お
け
る
こ
の
外
の
例
は
､
こ
の
歌
の
反
歌
に
'

ツ
カ
フ

○
山
川
毛
　
困
而
奉
流
　
神
長
柄
　
多
重
津
河
内
ホ
　
船
出
為
加
母
(
一
･

39)

と
あ
る
の
み
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
｢
依
弓
奉
流
｣
は
､
『
万
葉
集
全
釈
』
に
'

｢
ヨ
リ
テ
マ
ツ
レ
ル
｣
と
訓
ん
で
お
り
､
ま
た
'
こ
の
　
(
一
･
3
8
)
番
歌
に

｢
仕
奉
等
｣
の
｢
仕
｣
を
｢
ツ
カ
エ
｣
と
訓
み
'
集
中
｢
仕
｣
　
の
文
字
を
使
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
｡
こ
れ
か
ら
勘
案
し
て
も
'
｢
依
弓
奉
流
｣
　
は
　
｢
ヨ
-
チ

マ
ツ
レ
ル
｣
と
『
万
葉
集
全
釈
』
の
よ
う
に
訓
む
の
が
適
切
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
｡
後
考
を
侯
ち
た
-
思
う
｡

な
お
'
｢
ツ
カ
フ
ル
｣
は
｢
仕
流
｣
の
外
､

こ
の
歌
に
｢
奉
仕
流
｣
を
｢
ツ
カ
フ
ル
｣
と
訓
ん
で
い
る
例
が
一
例
あ
る
｡

｢
奉
仕
｣
は
｢
ツ
カ
へ
マ
ツ
ル
｣
と
訓
む
の
が
本
来
の
訓
み
で
あ
ろ
う
が
､
こ

-

ハ

カ

ツ

カ

フ

ル

●

●

こ
は
､
御
陵
奉
仕
流
の
意
味
'
す
な
わ
ち
､
｢
御
陵
を
造
る
の
に
奉
仕
す
る
｣

と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
､
｢
ツ
カ
フ
｣
に
｢
奉
仕
｣
　
の
意
味
を
持
た

せ
た
二
字
漢
字
を
用
い
た
も
の
か
｡
も
っ
と
も
､
位
置
を
考
え
た
場
合
､
｢
-

ハ
カ
･
ツ
カ
へ
マ
ツ
レ
ル
｣
と
訓
め
る
｡
｢
-
ハ
カ
ツ
カ
フ
ル
｣
と
七
音
で
訓

む
方
が
有
力
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
'
一
案
と
し
て
記
し
て
お
-
｡

さ
て
'
こ
れ
か
ら
'
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
｢
俵
弓
奉
流
｣
の
｢
奉
｣
は

｢
奉
仕
｣
と
書
-
の
は
'
意
味
の
う
え
か
ら
適
当
で
な
い
｡
む
し
ろ
｢
仕
｣
を

用
い
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
と
こ
ろ
､
｢
奉
｣
の
漢
字
を
使
っ
た
の
は
何
か
記

載
者
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
恐
ら
-
文
字
の
統
一
化
を
考
慮
し
て

書
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡

さ
て
｢
マ
ツ
ル
｣
は
両
方
と
も
｢
奉
｣
の
文
字
以
外
は
代
る
べ
き
文
字
は
な

い
が
'
｢
依
弓
奉
流
｣
の
｢
奉
｣
は
｢
仕
｣
と
い
う
代
る
べ
き
文
字
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
｢
奉
｣
と
い
う
文
字
を
使
い
統
一
化
を
量
っ
て
い
る
｡

〇
八
隅
知
之
　
和
期
大
王
之

夜
者
毛
　
夜
之
轟
　
蓋
者
母

城
乃
　
大
宮
人
者
　
去
別
南

フ

カ

フ

ル

恐
也
　
御
陵
奉
仕
流
　
山
科
乃
　
鏡
山
ホ

日
之
毒
　
突
耳
呼
　
泣
乍
在
而
哉
　
百
磯

(
一
･
1
 
5
 
5
)

八
具
知
之
　
吾
大
王
　
高
照
　
日
乃
皇
子
　
荒
妙
乃
　
藤
原
我
宇
倍
ホ

カ
ム

食
囲
乎
　
責
之
賜
牟
登
　
都
宮
者
　
高
所
レ
知
武
等
　
神
長
柄
　
所
レ
念
奈

戸
二
　
天
地
毛
　
緑
而
有
許
曽
　
磐
走
　
淡
海
乃
園
之
　
衣
手
能
　
田
上

山
之
　
真
木
佐
苦
　
槍
乃
嬬
手
乎
　
物
乃
布
能
　
八
十
氏
河
ホ
　
玉
藻
成

浮
倍
流
礼
　
其
平
取
登
　
散
和
久
御
民
毛
　
家
忘
　
見
毛
多
奈
不
レ
知

鴨
白
物
　
水
ホ
浮
居
而
　
吾
作
　
目
之
御
門
ホ
　
不
レ
知
園
　
依
巨
勢
道

ク
ス
シ
上
丁

従
　
我
国
者
　
常
世
ホ
成
牟
　
囲
負
留
(
弼
野
毛
　
新
代
登
　
泉
乃
河
ホ
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持
越
流
　
真
木
乃
都
麻
手
乎
　
百
不
レ
足
　
五
十
日
太
ホ
作
　
拝
須
良
牟

カ
ム

伊
蘇
波
久
見
者
　
神
随
ホ
有
之
　
(
一
･
5
 
0
)

ク
ス
シ
キ

カ

ム

　

　

　

　

(

ア

ヤ

シ

キ

)

　

　

　

　

カ

ム

1
 
3
㌧
神
長
柄
　
神
亀
毛
　
神
随
ホ
有
之

｢
神
｣
を
｢
カ
-
｣
と
訓
ん
で
い
る
も
の

カ

､

､

ヽ

　

ヨ

　

　

　

　

カ

,

ミ

ヤ

マ

｢
神
代
｣
｢
神
山
｣
　
な
ど
が
あ
る

が
'
｢
カ
-
｣
の
交
替
形
｢
カ
ム
｣
と
な
っ
て
'
複
合
語
を
作
る
場
合
も
多
い
｡

｢
神
長
柄
｣
の
｢
神
｣
を
｢
カ
ム
｣
と
訓
む
の
は
､

○
可
既
麻
久
波
　
阿
夜
ホ
可
斯
故
斯
　
多
良
志
比
嘩
　
可
尾
能
弥
許
等
　
可

カ

ム

ナ

ガ

ラ

良
久
ホ
遠
-
-
-
意
可
志
多
麻
比
弓
　
可
武
奈
何
良
　
可
武
佐
備
伊
零
-
-

-
(
五
･
8
 
1
 
3
)

こ
の
よ
う
に
｢
可
武
奈
何
良
｣
と
あ
り
､
ま
た
､

○
葦
原
能
-
-
-
左
可
延
牟
物
能
等

4

(
十
八
･
0
 
9
)
4

カ

ム

ナ

ガ

ラ

可
牟
奈
我
良
　
於
毛
保
之
真
之
与
-
-
-

こ
こ
に
｢
可
牟
奈
我
良
｣
と
あ
り
､
ま
た
'

カ

ム

ナ

ガ

ラ

○
天
皇
乃
　
等
保
伎
美
与
ホ
毛
-
-
-
安
夜
ホ
可
之
古
志
　
可
武
奈
我
良

0

和
其
大
王
乃
･
･
･
･
･
･
･
･
･
(
二
十
･
g
s
)
4

こ
れ
に
は
｢
可
武
奈
我
良
｣
と
あ
り
､
こ
れ
ら
の
例
に
よ
っ
て
､
｢
神
｣
を

｢
カ
ム
｣
と
訓
む
こ
と
は
'
う
な
ず
け
る
こ
と
が
出
来
る
｡

次
に
｢
神
亀
毛
｣
の
｢
神
｣
の
文
字
で
あ
る
が
'
従
来
｢
ア
ヤ
シ
キ
｣
と
訓

ん
で
い
た
の
を
新
訓
で
は
｢
ク
ス
シ
キ
｣
と
改
め
て
い
る
｡
『
万
葉
集
注
搾
』

の
説
明
で
は
｢
ア
ヤ
シ
｣
の
語
は
､

ア

ヤ

シ

○
足
柄
の
箱
根
の
山
に
粟
蒔
き
て
賓
と
は
な
れ
る
を
連
は
な
く
も
安
夜
思

4

(
十
四
･
2
%
)
3

　

　

　

　

　

　

ア

ヤ

シ

ク

　

　

　

　

　

　

ふ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

O
久
か
た
の
雨
に
は
著
ぬ
を
佑
毛
吾
が
衣
手
は
干
る
時
無
さ
か
｡
(
七
･
3
7
)
‖

H

の
如
-
､
仮
名
書
の
外
は
､
｢
佑
｣
の
文
字
を
用
い
た
も
の
ば
か
り
七
例

あ
り
､
｢
佑
｣
は
｢
怪
｣
の
俗
字
で
､
そ
の
用
字
で
も
わ
か
る
よ
う
に
､

怪
冴
と
か
不
思
議
と
か
い
ふ
意
味
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
｡

｢
ク
ス
シ
｣
　
の
語
は
､

○
-
-
-
乏
し
き
子
ら
'
う
つ
せ
み
の
世
の
人
わ
れ
も
こ
こ
を
し
も
'
あ
や

ク

ス

シ

,

,

ヽ

に
久
須
之
弥
往
き
か
ほ
る
'
年
の
は
毎
に
天
の
原
振
り
放
け
見
つ
つ
い
ひ

っ
ぎ
に
す
れ
.
(
十
八
･
S
 
n
)

ク
ス
シ
句

○
聞
き
し
如
ま
こ
と
貴
-
奇
母
神
さ
び
居
る
か
こ
れ
水
島
｡
(
三
･
2
 
4
 
5
)

ク
ス
シ
ク
モ

○
-
-
-
云
ひ
も
え
ず
名
づ
け
も
知
ら
ず
'
雲
母
座
す
神
か
も
-
-
-
 
0

(
三
･
3
1
9
)

右
の
｢
奇
｣
も
｢
塞
｣
も
奮
訓
に
は
｢
ア
ヤ
シ
ク
モ
｣
と
あ
っ
た
の
を

｢
槻
乃
落
葉
｣
に
｢
霊
妙
の
こ
と
を
い
ふ
言
｣
と
し
て
｢
ク
ス
シ
ク
モ
｣

と
改
め
て
よ
り
､
諸
家
多
-
そ
れ
に
従
う
に
至
っ
た
｡
さ
う
い
ふ
風
に
見

る
と
､
｢
ア
ヤ
シ
｣
と
｢
ク
ス
シ
｣
と
は
一
鹿
の
区
別
が
立
て
ら
れ
る
よ

ぅ
で
'
今
の
｢
神
｣
は
｢
ア
ヤ
シ
｣
よ
り
も
｢
ク
ス
シ
｣
の
方
が
ふ
さ
わ

し
い
よ
う
に
見
え
る
｡
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と
あ
る
｡
こ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
そ
れ
に
し
て
も
'
｢
神
｣
　
を
　
｢
ク
ス

シ
キ
｣
と
訓
む
例
は
'
集
中
こ
こ
の
み
で
珍
し
い
例
で
あ
る
｡
今
少
し
､
｢
ク

ス
シ
｣
の
用
例
を
集
中
か
ら
抽
出
し
て
み
よ
う
｡

ク
ス
シ
ク

○
如
レ
聞
　
真
貴
久
　
奇
母
　
神
左
備
居
賀
　
許
礼
能
水
嶋
　
(
三
･
2
 
4
 
5
)

と
あ
り
､
｢
奇
｣
　
の
漢
字
を
｢
ク
ス
シ
ク
｣
と
訓
ん
だ
例
が
集
中
巻
三
の
み
一

例
あ
る
｡
ま
た
'

ク
ス
シ
ク

○
-
-
-
火
用
消
通
都
　
言
不
レ
得
　
名
不
レ
知
　
霊
母
　
座
神
香
聞
-
-
-

(
三
･
3
 
1
 
9
)

こ
の
よ
う
に
'
｢
霊
｣
の
漢
字
を
｢
ク
ス
シ
ク
｣
と
訓
ん
だ
例
が
'
こ
れ
も
巻

三
に
一
例
の
み
見
当
た
る
｡
し
た
が
っ
て
'
｢
神
亀
毛
｣
の
｢
神
｣
は
む
し
ろ
､

｢
奇
｣
や
｢
霊
｣
の
漢
字
を
用
い
る
方
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
､
記

載
者
は
'

●

●

O
｢
群
瑞
-
-
-
　
紳
亀
｡
黒
紳
之
精
也
｡
｣
(
延
書
式
巻
第
二
一
･
治
部
省
)

使
用
せ
ず
｢
神
亀
｣
を
用
い
た
の
は
意
識
的
で
あ
ろ
う
か
｡
要
す
る
に
代
る
べ

き
文
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
｢
神
｣
の
文
字
を
用
い
て
い
る
｡

｢
神
随
ホ
有
之
｣
の
　
｢
神
｣
　
を
　
｢
カ
ム
｣
　
と
訓
む
こ
と
は
､
｢
神
随
｣
　
を

｢
カ
ム
カ
ラ
｣
と
訓
み
､
｢
カ
ム
ナ
ガ
ラ
｣
と
同
じ
意
味
､
｢
神
で
あ
る
ま
ま
に
｣

の
こ
と
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
｢
カ
ム
カ
ラ
｣
　
の
　
｢
カ
ム
｣
　
は
当
然
　
｢
神
｣

の
文
字
以
外
は
代
る
べ
き
文
字
は
な
い
｡

ノ

ガ

藤
原
之
　
大
宮
都
加
倍
　
安
礼
衝
哉
　
虞
女
之
友
者
　
乏
吉
呂
賀
聞

(
一
･
5
 
3
)ノ

ガ

1
 
4
㌧
藤
原
之
　
魔
女
之
友
者

｢
之
｣
を
｢
ノ
｣
と
訓
む
の
は
漢
字
本
来
の
意
味
と
し
て
受
け
取
れ
る
が
'

｢
ガ
｣
と
句
中
に
訓
ん
で
い
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
｡
前
貢
の
2
番
で
述
べ

た
が
'
｢
ノ
｣
と
｢
ガ
｣
は
共
に
格
助
詞
と
し
て
相
似
た
意
味
､
機
能
を
も
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
､
｢
之
｣
を
｢
ガ
｣
と
訓
ん
で
､
当
時
は
｢
ノ
｣
と
｢
ガ
｣

の
意
味
的
な
区
別
を
あ
ま
り
つ
け
て
お
ら
ず
'
後
世
に
な
っ
て
分
化
し
て
い
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
そ
れ
で
｢
ノ
｣
･
｢
ガ
｣
共
に
｢
之
｣
　
の
文
字
を
当

て
た
と
思
わ
れ
る
｡
し
か
し
こ
の
場
合
｢
虞
女
ノ
友
者
｣
と
訓
む
こ
と
も
許
さ

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

●

●

●

O
｢
-
-
-
亀
千
年
生
レ
毛
'
亀
毒
五
千
年
､
謂
二
之
紳
亀
一
㌧
　
高
年
日
二
塞

●亀
】
｣
(
述
異
記
上
･
五
)

こ
れ
ら
の
文
中
'
｢
神
亀
｣
や
｢
塞
亀
｣
の
言
葉
が
み
ら
れ
る
内
､
｢
室
亀
｣
を

天
皇
乃
　
御
命
畏
美
　
柔
備
ホ
之
　
家
乎
揮
　
隠
園
乃
　
泊
瀬
乃
川
ホ

オ
チ

般
浮
而
　
吾
行
河
乃
　
河
隈
之
　
八
十
阿
不
レ
落
　
万
段
　
顧
為
乍
　
玉

梓
乃
　
道
行
晩
　
青
丹
吉
　
楢
乃
京
師
乃
　
佐
保
川
ホ
　
伊
去
至
而
　
我
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ヨ

宿
有
　
衣
乃
上
従
　
朝
月
夜

ヨ

床
等
　
川
之
氷
凝
　
冷
夜
乎

ホ
　
座
多
公
与
　
吾
毛
通
武

ヨ

ル

フ

リ

清
ホ
見
者
　
拷
乃
穂
ホ
　
夜
之
霜
落
　
磐

息
言
無
久
　
通
乍
　
作
家
ホ
　
千
代
二
手

(
一
･
7
 
9
)

○
吾
背
子
者

サ

ヨ

左
夜
深
跡
･

ヨ

待
跡
不
レ
来
　
腐
音
文
　
動
而
寒
　
鳥
玉
乃
　
宵
文
深
去
来

1

･
･
･
･
･
･
(
十
三
･
c
q
 
c
o
)
3

オ

チ

フ

リ

1
 
5
㌧
八
十
阿
不
レ
落
　
夜
之
霜
落

｢
落
｣
を
｢
オ
チ
｣
と
訓
む
こ
と
は
､
い
う
ま
で
も
な
-
正
訓
で
､
｢
フ
-
｣

と
訓
む
こ
と
は
､
｢
落
下
｣
な
ど
の
熟
語
か
ら
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
は
､
す
で
に
前
頁
の
5
番
で
述
べ
た
通
り
同
じ
例
で
あ
る
｡
そ
の
5
番
で
検

討
し
た
が
'
｢
落
｣
を
｢
オ
チ
｣
と
訓
む
場
合
に
は
｢
堕
｣
と
い
う
文
字
に
代

え
ら
れ
､
｢
落
｣
を
｢
フ
リ
｣
と
訓
む
場
合
に
は
｢
降
｣
や
｢
零
｣
　
の
代
る
べ

き
文
字
が
あ
る
が
'
両
方
共
｢
落
｣
の
文
字
を
用
い
た
の
は
意
識
的
で
あ
ろ
う

ヽ
一
〇

め

｢
宵
｣
を
｢
ヨ
｣
と
訓
ん
で
い
る
例
が
集
中
一
例
あ
る
｡
こ
の
句
の
下
に
'

サ

ヨ

｢
左
夜
｣
と
｢
夜
｣
の
文
字
を
使
っ
て
あ
る
の
は
､
変
化
を
つ
け
る
た
め
で
あ

ろ
う
か
｡
と
も
か
-
､
｢
ヨ
｣
は
｢
夜
｣
の
漢
字
を
当
て
る
の
が
自
然
で
あ
る
｡

｢
夜
｣
を
｢
ヨ
ル
｣
と
訓
む
例
も
集
中
例
が
多
い
｡
｢
夜
｣
　
の
漢
字
の
外
'

次
の
一
例
に
'

ヨ

ル

4

0
-
-
-
春
鳥
能
　
噂
耳
鳴
乍
　
味
揮
相
　
宵
蓋
不
レ
知
-
-
-
(
九
･
8
 
0
)
l

ヨ

ヨ

ル

ヨ

1
6
㌧
朝
月
夜
　
夜
之
霜
落
　
冷
夜
乎

｢
夜
｣
を
｢
ヨ
ル
｣
と
訓
む
の
は
､
｢
ヨ
｣
と
訓
む
よ
り
音
の
上
で
重
い
感

じ
が
す
る
｡
従
来
｢
夜
｣
を
｢
ヨ
｣
と
訓
ん
で
い
た
が
､
そ
れ
に
接
尾
語
｢
ル
｣

が
つ
い
て
｢
ヨ
ル
｣
に
な
り
'
｢
ヒ
｣
に
｢
ル
｣
が
つ
い
て
｢
ヒ
ル
｣
　
に
な
っ

た
よ
う
に
思
え
る
｡
と
に
か
-
集
中
｢
夜
｣
を
｢
ヨ
｣
と
訓
ん
で
い
る
場
合
が

非
常
に
多
い
｡
ま
た
､
｢
ヨ
｣
は
｢
ヒ
｣
の
対
､
｢
ヨ
ル
｣
は
｢
ヒ
ル
｣
の
対
と

ヨ

ヨ

ル

し
て
あ
つ
か
う
｡
｢
夜
｣
は
複
合
語
を
作
る
場
合
が
多
-
'
｢
夜
｣
は
独
立
語
と

し
て
使
う
場
合
が
多
い
｡
集
中
｢
ヨ
｣
を
｢
夜
｣
と
書
く
例
は
非
常
に
多
い
が

こ
の
外
､

｢
宵
｣
と
い
う
漢
字
に
｢
ヨ
ル
｣
と
訓
み
を
当
て
て
い
る
｡
思
う
に
当
時
は
､

｢
夜
｣
も
｢
宵
｣
も
あ
ま
り
区
別
さ
れ
ず
､
日
没
か
ら
日
の
出
ま
で
の
暗
い
時

の
全
部
を
､
｢
夜
｣
と
も
｢
宵
｣
と
も
書
い
て
い
る
よ
う
だ
が
､
｢
宵
｣
と
い
う

漢
字
は
今
検
討
し
て
き
た
ご
と
-
､
｢
ヨ
｣
と
訓
む
も
の
一
例
､
｢
ヨ
ル
｣
と
訓

む
も
の
一
例
の
み
見
当
た
る
の
み
で
あ
る
｡
集
中
｢
ヨ
ヒ
｣
の
文
字
は
｢
夕
｣
･

ヨ
ヒ

｢
暮
｣
･
｢
初
夜
｣
･
｢
三
更
｣
が
当
て
ら
れ
て
お
り
'
｢
宵
｣
の
文
字
は
見
当

た
ら
な
い
｡

さ
て
､
こ
こ
の
一
首
中
の
同
じ
文
字
｢
夜
｣
は
三
個
見
当
た
る
が
､
い
ず
れ

も
こ
の
文
字
を
書
-
の
が
自
然
で
､
記
載
時
に
神
経
を
配
っ
て
書
く
必
要
が
な

い
文
字
で
あ
る
｡

以
上
で
巻
一
の
検
討
を
終
わ
る
｡

次
は
巻
二
を
調
べ
て
み
る
｡
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ノ

ニ

東
人
之
　
荷
向
箇
之
　
荷
之
緒
ホ
毛
　
妹
情
ホ
　
乗
ホ
家
留
香
問
　
禅
師

(
二
･
1
0
0
)

ノ

ニ

1
 
7
㌧
荷
向
箇
乃
　
荷
之
緒
ホ
毛

｢
荷
｣
を
｢
ノ
｣
と
訓
む
の
は
我
々
現
代
人
に
は
異
例
と
し
か
と
れ
な
い
｡

し
か
し
'
『
日
本
書
記
』
の
｢
気
長
足
姫
尊
　
神
功
皇
后
｣
の
条
に
'

た
ち
こ
そ
違
和
感
を
持
つ
が
｢
荷
｣
を
仮
名
で
書
い
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い

の
で
'
な
お
さ
ら
そ
の
よ
う
に
考
え
る
｡

大
船
か

(
二
･
1
 
0
 
9
)

津
守
之
占
ホ
　
将
レ
告
登
波
　
益
為
ホ
知
而
　
我
二
人
宿
之

ノ

1
 
8
､
大
船
之

ガノ

シ

津
守
之
占
ホ
　
我
二
人
宿
之

ノ

ト

リ

〇
･
･
･
･
･
･
･
･
･
 
｡
未
レ
経
二
淡
辰
.
 
､
而
自
服
蔦
.
旦
荷
持
田
蕊
鞘
附
F
I
H
二

有
二
羽
白
熊
鷲
者
一
｡

と
あ
り
'
｢
荷
持
｣
を
｢
ノ
ト
リ
｣
と
訓
ま
せ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
だ
｡

ま
た
､
『
万
葉
集
』
　
で
も
､

ノ

○
打
麻
乎
　
麻
績
王
　
白
水
郎
有
哉
　
射
等
龍
荷
四
間
乃
　
珠
藻
苅
麻
須

(
一
･
2
 
3
)

●

●

と
あ
り
'
｢
射
等
寵
荷
四
間
乃
｣
を
､
｢
イ
ラ
ゴ
ノ
シ
マ
ノ
｣
と
訓
ま
せ
て
い
る

例
も
あ
る
｡
｢
ノ
｣
は
｢
ニ
｣
　
に
先
立
つ
訓
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
し

か
し
､
｢
荷
向
｣
を
｢
ノ
ザ
キ
｣
と
訓
む
こ
と
は
慣
用
語
と
し
て
許
さ
れ
よ
う
｡

｢
射
等
龍
荷
｣
　
の
　
｢
荷
｣
を
｢
ノ
｣
と
訓
む
こ
と
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
れ

が
何
の
抵
抗
も
な
-
｢
ノ
｣
と
訓
ま
れ
た
と
す
れ
ば
'
む
し
ろ
｢
荷
之
緒
｣
の

｢
荷
｣
を
私
た
ち
は
､
何
の
反
省
も
な
-
｢
ニ
｣
と
訓
ん
で
い
る
が
案
外
｢
ノ
｣

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
｡
｢
荷
之
緒
｣
を
｢
ノ
ノ
ヲ
｣
と
訓
む
こ
と
は
'
私

｢
之
｣
　
の
文
字
を
｢
ノ
｣
･
｢
シ
｣
と
訓
む
こ
と
は
さ
て
お
い
て
'
問
題
は

●

｢
津
守
之
占
ホ
｣
の
　
｢
之
｣
　
の
文
字
の
訓
み
で
あ
る
が
､
諸
本
　
-
　
『
新
校
万

葉
集
』
･
『
万
葉
集
注
樺
』
･
『
日
本
古
典
文
学
大
系
万
葉
集
』
･
『
日
本

古
典
全
書
万
葉
集
』
､
そ
の
他
で
は
｢
之
｣
　
を
　
｢
ノ
｣
　
と
訓
ん
で
い
る
が
､

『
小
島
憲
之
･
木
下
正
俊
･
佐
竹
昭
広
共
著
･
塙
書
房
万
葉
集
』
や
『
鶴
　
久
･

森
山
　
隆
編
･
桜
楓
社
万
葉
集
』
な
ど
で
は
'
｢
之
｣
を
｢
ガ
｣
と
訓
ん
で
い

る
の
は
注
目
す
べ
き
だ
｡
｢
ノ
｣
を
｢
ガ
｣
と
改
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由

は
'
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
が
､

ノ

津
守
之
占
爾
(
『
新
校
万
葉
集
』
他
)

ガ

津
守
之
占
ホ
(
小
島
･
木
下
･
佐
竹
･
共
著
　
『
万
葉
集
』
他
)

こ
の
両
方
を
比
べ
て
み
る
と
'
｢
ガ
｣
と
訓
む
方
が
｢
ノ
｣
　
よ
り
も
強
い
感
じ

ノ

を
受
け
､
意
味
的
に
少
し
違
っ
て
-
る
よ
う
だ
が
'
｢
津
守
之
占
爾
｣
と
｢
之
｣

を
｢
ノ
｣
と
訓
ん
で
も
意
味
的
に
も
普
通
に
通
じ
る
し
､
｢
之
｣
　
を
　
｢
ノ
｣
　
と

訓
む
の
は
漢
字
本
来
の
訓
み
で
自
然
だ
と
思
う
の
で
あ
る
が
､
ど
う
で
あ
ろ
う

ノ

ガ

か
｡
強
い
て
｢
之
｣
を
｢
之
｣
と
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
｡
こ
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の
｢
津
守
之
占
ホ
｣
の
句
か
ら
み
て
も
｢
之
-
-
-
ホ
｣
と
｢
ニ
｣
で
止
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
も
､
｢
ノ
-
-
-
ニ
｣
の
方
が
｢
ガ
-
-
-
ニ
｣
よ

り
も
す
っ
き
り
と
受
け
取
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
｡
｢
之
｣
を
｢
ガ
｣
と
訓
む

場
合
､
｢
我
｣
や
｢
加
｣
の
代
る
べ
き
文
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
｢
之
｣

と
い
う
､
第
一
句
末
･
第
五
句
末
と
同
じ
文
字
を
使
っ
て
あ
る
の
は
､
意
識
的

で
あ
ろ
う
か
｡

第
一
句
末
に
は
｢
之
｣
を
｢
ノ
｣
と
訓
ん
で
い
る
の
は
漢
字
本
来
の
意
味
と

し
て
受
け
取
れ
る
｡
集
中
と
に
か
-
用
例
が
非
常
に
多
い
が
'
｢
能
｣
や
｢
乃
｣

な
ど
の
代
る
べ
き
文
字
が
あ
る
｡
ま
た
第
五
句
末
に
は
｢
之
｣
を
｢
シ
｣
と
訓

ん
で
い
る
が
､
『
角
川
新
字
源
』
に
よ
る
と
､
｢
も
と
止
と
同
じ
で
'
-
-
-
止

が
誤
っ
て
止
と
混
同
さ
れ
た
の
で
､
一
説
に
､
之
は
止
の
省
略
形
と
い
う
｣
こ

の
と
こ
ろ
か
ら
､
｢
之
｣
を
｢
シ
｣
と
訓
む
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

こ
れ
も
す
こ
ぶ
る
集
中
用
例
が
多
-
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
｡
こ
の
文
字
の
<
'

シ

シ

｢
四
｣
や
｢
思
｣
も
集
中
使
わ
れ
て
お
り
､
代
る
べ
き
文
字
が
あ
る
が
､
集
中

用
例
の
す
こ
ぶ
る
多
い
｢
之
｣
の
文
字
を
用
い
へ
第
一
句
末
と
同
じ
文
字
で
揃

え
て
あ
る
の
は
意
識
的
か
｡

ホ
　
山
毛
超
釆
奴
　
早
敷
屋
師
　
吾
嬬
乃
見
我
　
夏
草
乃
　
恩
志
萎
而

将
レ
嘆
角
里
将
レ
見
　
廓
此
山
　
(
二
･
:
)

ノ

ノ

ノ

シ

ノ

ガ

1
 
9
㌧
石
見
之
海
　
荒
磯
之
上
布
　
浪
之
共
　
磨
吾
宿
之
　
敷
妙
之
　
妹
之
手

シ

ノ

本
乎
　
置
而
之
来
者
　
此
道
之

ノ

石
見
之
海
　
津
乃
浦
乎
無
美
　
浦
無
跡
　
入
社
見
良
米
　
滴
無
跡
　
入

社
見
良
日
　
吉
咲
八
師
　
浦
者
難
レ
無
　
縦
恵
夜
恩
　
適
者
難
レ
無
　
勇
魚

ノ

取
　
海
遠
乎
指
而
　
柔
田
津
乃
　
荒
磯
之
上
ホ
　
蚊
青
生
　
玉
藻
息
都
藻

明
来
者

玉
藻
成

此
道
か

ノ

浪
己
曽
釆
依
　
夕
去
者
　
風
己
曽
釆
依
　
浪
之
共
　
彼
依
此
依

シ

ノ

ガ

シ

磨
我
宿
之
　
敷
妙
之
　
妹
之
手
本
乎
　
露
霜
乃
　
置
而
之
来
者

八
十
隈
毎
　
高
段
　
顧
難
レ
為
　
弥
遠
ホ
　
里
放
来
奴
　
益
高

こ
の
長
歌
に
｢
之
｣
と
い
う
文
字
が
八
個
も
使
わ
れ
､
そ
れ
ぞ
れ
｢
ノ
｣
･

｢
シ
｣
･
｢
ガ
｣
と
三
様
に
訓
ま
れ
て
い
る
｡
｢
之
｣
の
文
字
を
｢
ノ
｣
･
｢
シ
｣

･
｢
ガ
｣
と
訓
む
例
は
2
番
･
1
 
4
番
･
1
 
8
番
で
も
書
い
た
が
'
集
中
す
こ
ぶ
る

用
例
が
多
い
｡
こ
の
(
二
･
1
 
3
 
8
)
番
歌
中
'
｢
ノ
｣
に
｢
之
｣
の
文
字
を
当
て

て
い
る
も
の
五
個
あ
る
外
'
｢
ノ
｣
に
｢
乃
｣
の
文
字
を
当
て
て
い
る
も
の
も

同
じ
数
の
五
個
み
ら
れ
る
の
は
意
識
的
で
あ
ろ
う
か
｡
今
の
と
こ
ろ
｢
之
｣
と

ノ

｢
乃
｣
の
用
法
の
区
別
は
'
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
ぬ
が
､
｢
之
｣
と
書
か
れ
て

ノ

い
る
個
所
は
｢
乃
｣
の
文
字
を
用
い
て
も
差
し
支
え
あ
る
ま
い
｡

さ
て
､
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
'
｢
ノ
｣
･
｢
シ
｣
･
｢
ガ
｣
に
｢
之
｣

の
文
字
を
当
て
る
外
'
代
る
べ
き
文
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
｢
之
｣
の

文
字
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
'
す
で
に
､
2
番
･
1
 
4
番
･
1
 
8
番
で
記

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

･
1
ヽ
ワ

(
カ
､
､
､
)
カ
ム

三
諸
之
　
神
之
神
須
疑
　
巳
具
耳
央
自
得
見
監
乍
共
　
不
レ
寝
夜
叙
多

(
二
･
1
5
6
)
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･
､
ヽ
ワ

(
カ
､
,
､
)
　
　
カ
ム

2
 
0
､
神
之
神
須
疑

一
首
中
の
二
旬
日
に
｢
神
｣
と
い
う
文
字
が
二
個
使
わ
れ
て
い
て
､
一

方
を
｢
､
､
､
ワ
(
カ
ミ
)
｣
'
そ
し
て
一
方
を
｢
カ
ム
｣
と
訓
ん
で
い
る
｡
集

中
に
は
｢
神
｣
を
｢
カ
ミ
｣
と
訓
む
例
も
｢
カ
ム
｣
と
訓
む
例
も
非
常
に

多
い
が
'
｢
ミ
ワ
｣
と
訓
む
例
は
僅
少
で
あ
る
｡
し
か
し
　
｢
カ
ム
｣
　
と
訓

む
場
合
は
熟
語
に
な
る
の
で
あ
っ
て
､
し
か
も
や
や
固
定
化
の
傾
向
が
見

受
け
ら
れ
な
い
で
も
な
い
｡
し
た
が
っ
て
､
｢
神
須
疑
｣
　
に
し
て
も
､
｢
カ

ム
ス
ギ
｣
と
訓
む
こ
と
は
誤
り
と
は
い
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
'
｢
カ

ム
-
-
-
｣
　
の
仮
名
書
は
､

オ

ホ

-

ワ

な
り
し
か
ら
､
遂
に
其
ノ
文
字
を
､
や
が
て
大
美
和
と
云
に
用
フ
る
こ
と

に
ぞ
な
れ
り
け
む
』
と
あ
り
｡
今
も
三
輪
神
社
を
大
神
神
社
と
書
か
れ
て

い
る
よ
う
に
神
山
は
-
ワ
ヤ
マ
と
訓
む
｡
-
-
-
 
0

こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
､

み

わ

ノ

メ

テ

｡
｢
美
和
之
大
物
主
神
見
感
而
｣
(
記
神
武
)
な
ど
と
あ
る
大
和
の

三
輪
の
地
の
大
物
主
神
の
神
威
が
大
き
-
､
神
と
い
え
ば
三
輪
の
神
が
思

い
起
こ
さ
れ
た
の
で
､
-
ワ
に
神
が
あ
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
｡

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
､
｢
神
｣
を
｢
カ
-
｣
と
訓
ん
で
い
た
の
を
　
｢
-
ワ
｣
　
と

改
訓
し
た
も
の
か
｡
だ
が
し
か
し
､

○
伊
美
都
河
泊
　
伊
由
伎
米
具
礼
流
-
-
-
出
立
氏
　
布
里
佐
気
見
礼
婆

カ

ム

カ

ラ

5

可
牟
加
良
夜
　
曽
許
婆
多
敷
刀
伎
　
夜
麻
可
良
夜
･
･
･
-
-
(
十
七
･
g
)
3

カ

ム

カ

ラ

こ
の
よ
う
に
'
｢
可
牟
加
良
｣
と
あ
る
ぐ
ら
い
で
'
熟
語
名
詞
と
し
て
は
あ
ま

り
例
を
み
な
い
の
で
'
案
外
｢
神
須
疑
｣
は
｢
カ
-
ス
ギ
｣
と
訓
む
べ
き
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
｡

-

ワ

(

カ

ミ

)

ヵ

ミ

｢
神
之
神
須
疑
｣
の
　
｢
神
之
｣
　
の
　
｢
神
｣
　
の
訓
み
は
､
『
塙
本
万
葉
集
』
や

『
桜
楓
社
万
葉
集
』
　
で
は
｢
,
､
､
ワ
｣
と
改
訓
し
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ

ミ
ワ
ヤ
マ

る
｡
｢
神
｣
を
｢
,
､
､
ワ
｣
と
訓
む
こ
と
は
｢
神
山
｣
(
巻
二
･
1
 
5
 
7
)
の
条
で
『
万

葉
集
注
樺
』
は
､

ミ

ワ

ノ

キ

ミ

-
-
-
｡
し
か
し
崇
神
記
､
三
輪
山
伝
説
の
神
君
の
候
記
樽
(
廿
三
)
　
の

カ
､
,
ヽ

〇
三
諸
乃
　
神
能
於
婆
勢
流
　
泊
瀬
河
　
水
尾
之
不
レ
断
者
　
吾
忘
礼
米
也

0

(
九
･
7
 
7
)
l

カ

ミ

○
伊
夜
彦
　
神
乃
布
本
　
今
日
良
毛
加
　
鹿
乃
伏
良
武
　
皮
服
著
而
　
角
附

4

奈
我
良
　
(
十
六
･
3
)
3

カ
､
､
ヽ

な
ど
の
例
に
よ
れ
ば
｢
神
｣

は
､
｢
山
｣
　
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
｡
し
た

ス
メ
ラ
オ
ホ
-
ヤ
シ
キ
マ
セ

『
古
へ
大
倭
ノ
園
に
､
皇
大
宮
敷
坐
り
し
御
代
に
は
'
此
ノ
美
和
ノ
大
神

ア
ガ
メ

殊
に
崇
奉
ら
し
て
､
た
だ
に
大
神
と
の
み
申
せ
ば
'
即
此
神
の
御
事

が
っ
て
､
今
の
場
合
も
｢
み
も
ろ
の
山
の
神
杉
｣
　
の
意
で
あ
る
と
み
れ
ば
'
む

●

●

●

し
ろ
改
め
な
い
方
が
よ
-
､
｢
神
之
神
須
疑
｣
は
､
｢
カ
､
､
､
ノ
カ
ム
ス
ギ
｣
と
従

来
の
訓
み
を
尊
重
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
｡
｢
神
之
神
杉
｣
と
一
句
中
に
｢
神
｣

が
重
な
る
こ
と
を
嫌
っ
て
の
改
訓
で
あ
る
と
思
う
が
'
再
考
の
余
地
が
あ
る
よ

う
に
思
う
｡
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結
局
'
｢
神
｣
を
｢
カ
ミ
｣
･
｢
カ
ム
｣
と
訓
む
場
合
に
は
外
に
代
る
べ
き

文
字
が
な
-
､
一
句
中
に
同
じ
文
字
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
が
'
｢
神
｣
を

｢
-
ワ
｣
と
訓
む
と
す
れ
ば
､
｢
三
輪
｣
･
｢
三
和
｣
な
ど
の
代
る
べ
き
文
字
が

あ
る
｡ア

メ

ア

マ

天
地
之
　
初
時
　
久
堅
之
　
天
河
原
ホ
　
八
百
寓

ア
マ

集
座
而
　
神
分
　
分
之
時
ホ
　
天
照
　
日
女
之
命

ア
メ

所
レ
知
食
登
　
葦
原
乃
　
水
穂
之
園
乎
　
天
地
之

千
寓
神
之
　
神
集

忙
無
配
邦
乎
婆

依
相
之
極
　
所
レ
知
行

ア
マ

神
之
命
等
天
雲
之
　
八
重
掻
別
而
㌫
琵
配

日
之
皇
子
波
　
飛
鳥
之
　
浄
之
宮
ホ
　
神
随

ク
ダ
シ

神
下
　
座
奉
之
　
高
照

ス
メ
ロ
ギ

太
布
座
而
　
天
皇
之
　
敷

ア
マ

座
園
等
　
天
原

ア
メ
ノ
シ
タ

石
門
乎
開
神
上
　
上
座
奴
監
諸
婆
吾
王
　
皇
子

之
命
乃
　
天
下
　
所
レ
知
食
世
者
　
春
花
之
　
貴
在
等
　
望
月
乃
　
満
波

之
計
武
跡
裏
配
四
方
之
人
乃
大
船
之
思
慮
而
　
天
水
仰

ア
マ
ツ

而
待
ホ
　
何
方
ホ
　
御
念
食
可
　
由
縁
母
無
　
真
弓
乃
岡
ホ
　
宮
柱
太
布

座
　
御
在
香
乎
　
高
知
座
而
　
明
言
ホ
御
言
不
二
御
問
一
日
月
之
　
数
多

成
塗
　
其
故
皇
子
之
宮
人
行
方
不
レ
知
是
鮎
類
川
妃
槌
裾
缶
(
二
･
g
)

ア

メ

　

　

　

　

　

　

ア

マ

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

マ

　

　

　

　

ア

メ

　

　

　

　

　

　

ア

メ

　

　

　

　

　

　

ア

マ

　

　

　

　

　

　

ス

メ

ロ

ギ

2
1
､
天
地
之
　
天
河
原
ホ
　
天
照
　
天
平
婆
　
天
地
之
　
天
雲
之
　
天
皇

ア

マ

　

　

　

　

　

ア

メ

　

　

　

　

　

ア

メ

　

　

　

　

　

ア

マ

天
原
　
天
下
　
天
下
　
天
水

｢
天
｣
と
い
う
文
字
を
十
一
個
使
い
､
｢
ア
*
｣
と
訓
む
も
の
五
個
'
｢
ア
マ
｣

と
訓
む
も
の
も
五
個
用
い
'
同
数
使
用
し
て
い
る
の
は
偶
然
で
あ
ろ
う
か
｡
そ

し
て
'
｢
天
皇
｣
と
い
う
熟
語
と
し
て
用
い
て
い
る
も
の
一
個
見
当
た
り
､
一

首
中
に
｢
天
｣
の
文
字
を
三
様
に
訓
ん
で
い
る
｡

｢
天
｣
を
｢
ア
メ
｣
･
｢
ア
マ
｣
と
二
様
に
訓
ん
で
い
る
の
は
集
中
例
が
多

-
､
す
で
に
7
番
に
お
い
て
説
明
し
た
が
､
｢
『
ア
メ
ノ
シ
タ
』
と
い
う
の
は

『
天
下
』
と
い
う
中
国
の
翻
訳
語
で
あ
る
の
か
ら
し
て
､
『
ア
メ
ツ
チ
』
も
『
天

地
』
の
訳
語
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
｣
と
『
日
本
古
典
文
学
大
系
万
葉
集
-
』

は
記
し
て
い
る
｡
そ
う
す
れ
ば
｢
ア
マ
｣
と
い
う
の
が
日
本
独
特
の
訓
み
で
'

｢
ア
メ
｣
よ
り
も
｢
ア
マ
｣
と
訓
む
方
が
古
い
の
で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
か
ら
し
て

こ
の
一
首
中
に
も
中
国
語
の
翻
訳
的
な
も
の
｢
ア
メ
｣
と
､
日
本
本
来
の
｢
ア

マ
｣
と
い
う
訓
み
と
'
そ
れ
ぞ
れ
熟
語
的
に
固
定
し
て
使
わ
れ
て
い
る
興
味
あ

る
一
首
で
あ
る
｡

｢
天
皇
｣
を
｢
ス
メ
ロ
ギ
｣
と
訓
む
の
は
'
す
で
に
7
番
で
記
し
た
が
'
今

我
々
が
い
う
｢
天
皇
｣
の
こ
と
を
｢
オ
ホ
キ
ミ
｣
と
よ
ぶ
の
に
対
し
て
'
皇
祖

の
天
皇
を
主
と
し
て
い
う
｡
集
中
に
お
い
て
'
｢
天
皇
｣
を
｢
ス
メ
ロ
ギ
｣
と

訓
む
の
は
三
例
あ
る
が
､
こ
れ
ら
は
意
味
的
に
｢
天
の
上
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
な
尊
い
御
方
｣
と
い
う
気
持
で
､
｢
天
｣
と
い
う
文
字
を
使
っ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
｡
集
中
｢
ス
メ
ロ
ギ
｣
に
｢
天
皇
｣
の
漢
字
を
当
て
る
外
'
｢
皇
祖
｣

･
｢
皇
祖
神
｣
な
ど
'
代
る
べ
き
文
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
｢
天
皇
｣

と
い
う
文
字
を
用
い
た
の
は
'
｢
天
｣
と
い
う
文
字
の
統
一
化
を
意
識
し
た
も

ア

メ

ア

マ

の
で
あ
ろ
う
か
｡
な
お
､
｢
天
｣
･
｢
天
｣
は
外
に
代
る
べ
き
漢
字
は
な
い
｡

タ

ダ

シ

　

　

　

　

シ

タ

　

　

　

　

　

シ

タ

2
2
㌧
神
下
　
天
下
　
天
下

｢
下
｣
を
｢
シ
タ
｣
と
訓
む
例
は
集
中
非
常
に
多
く
'
｢
シ
タ
｣
　
は
　
｢
下
｣

以
外
に
代
る
べ
き
漢
字
は
な
い
｡
一
方
｢
下
｣
を
動
詞
｢
ク
ダ
シ
｣
と
訓
む
例

は
'
こ
の
外
'
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ク

ダ

リ

8

0
不
レ
答
ホ
　
勿
喚
動
曽
　
喚
子
鳥
　
佐
保
乃
山
遠
乎
　
上
下
二
(
十
･
S
)
l

こ
の
一
例
の
み
見
当
た
る
だ
け
で
あ
る
｡
も
っ
と
も
､
こ
の
長
歌
に
み
ら
れ
る
｡

カ

ム

ク

ダ

シ

ヵ

ム

ア

ガ

-

｢
神
下
｣
の
言
葉
は
､
こ
の
言
葉
か
ら
少
し
隔
た
っ
た
後
の
と
こ
ろ
に
｢
神
上
｣

と
い
う
言
葉
が
あ
る
｡
こ
の
言
葉
と
対
応
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
'

｢
ク
ダ
シ
｣
に
｢
下
｣
を
当
て
た
の
も
や
む
を
得
な
い
と
い
え
よ
う
｡
｢
下
｣
を

｢
ク
ダ
シ
｣
と
訓
む
場
合
も
､
｢
下
｣
を
｢
シ
タ
｣
と
訓
む
場
合
も
､
ど
ち
ら
も

｢
下
｣
の
漢
字
の
外
代
る
べ
き
文
字
が
な
い
｡

桂
文
忌
之
伎
鴨
監
舶
讐
言
久
母
綾
ホ
畏
伎
明
日
香
乃
真
神
之

サ
ダ
メ

原
ホ
　
久
堅
能
　
天
都
御
門
乎
　
健
母
　
定
賜
而
　
神
佐
扶
跡
磐
隠
座

八
隅
知
之
　
吾
大
王
乃
　
所
レ
聞
見
為
　
背
友
乃
固
之
　
真
木
立
　
不
破

山
越
而
　
狛
剣
　
和
射
見
我
原
乃
　
行
宮
ホ
　
安
母
理
座
而
　
天
下
　
治

サ
ダ
メ

賜
監
鳩
鮎
固
平
定
賜
等
鶏
之
鳴
吾
妻
乃
園
之
御
軍
士
乎

喚
賜
而
千
磐
破
人
平
和
為
跡
不
二
奉
仕
.
固
乎
治
跡
紅
等
皇
子

随
　
任
賜
者
　
大
御
身
ホ
　
大
刀
取
帯
之
　
大
御
手
ホ
　
弓
取
持
之
　
御

軍
士
平
　
安
騰
毛
比
賜
　
奔
流
　
鼓
之
音
者
　
雷
之
　
馨
登
聞
麻
但
　
吹

響
流
小
角
乃
音
母
監
鯛
散
見
有
　
虎
可
叫
帆
登
　
諸
人
之
　
協
流ツキ

麻
但
ホ
監
鯛
指
撃
有
播
之
廓
者
冬
木
成
　
春
去
来
者
　
野
毎
　
著

而
有
火
之
転
齢
畑
欄
風
之
共
廓
如
久
取
持
流
弓
波
受
野
騨
　
l
l
l

雪
落
冬
乃
林
ホ
監
細
腰
可
毛
　
伊
巻
渡
等
　
念
麻
但
　
聞
之
恐
久

監
鰯
臥
見
引
放
箭
之
繁
計
久
大
雪
乃
　
乱
而
釆
礼
紅
塵
謂
析
婆

不
二
奉
仕
一
立
向
之
毛
　
露
霜
之
　
消
者
消
倍
久
　
去
鳥
乃
　
相
競
端
ホ

張
詰
露
棉
禦
柿
渡
合
乃
粛
宮
従
神
風
ホ
　
伊
吹
或
之
　
天
雲

サ
ダ
メ

乎
　
日
之
目
毛
不
レ
令
レ
見
　
常
闇
ホ
　
覆
賜
而
　
定
之
　
水
穂
之
園
乎

神
髄
　
太
敷
座
而
　
八
隅
知
之
　
吾
大
王
之
　
天
下
　
申
賜
者
　
寓
代
ホ

然
之
毛
将
レ
有
登
監
触
報
毛
木
綿
花
乃
柴
時
ホ
　
吾
大
王
　
皇
子
之
御

門
乎
巌
鞘
皇
神
票
装
束
奉
而
遣
使
御
門
之
人
毛
白
妙
乃

コ

ト

ゴ

ト

麻
衣
著
　
埴
安
乃
　
御
門
之
原
ホ
　
赤
根
刺
　
日
之
轟
　
鹿
白
物
　
伊
波

比
伏
管
　
烏
玉
能
　
暮
ホ
至
者
　
大
殿
乎
　
振
放
見
乍
　
鶴
成
　
伊
波
比

廻
　
雄
二
侍
候
一
佐
母
良
比
不
レ
得
者
　
春
鳥
之
　
佐
麻
欲
比
奴
礼
者

ツ
キ

嘆
毛
　
未
レ
過
ホ
　
憶
毛
　
未
不
レ
轟
者
　
言
左
倣
久
　
百
済
之
原
従
　
神

葬
　
葬
伊
座
而
　
朝
毛
吉
　
木
上
宮
平
　
常
宮
等
　
高
之
奉
而
　
神
髄

シ

ヅ

マ

リ

メ

シ

安
定
座
奴
　
難
レ
然
　
吾
大
王
之
　
寓
代
跡
　
所
レ
念
食
而
　
作
良
志
之

香
来
山
之
宮
　
寓
代
ホ
　
過
牟
登
念
哉
　
天
之
如
　
振
放
見
乍
　
玉
手
次

懸
而
将
レ
偲
　
恐
有
騰
文
(
二
･
1
 
9
 
9
)

サ

ダ

メ

　

　

　

　

　

サ

ダ

メ

　

　

　

サ

ダ

メ

　

　

　

　

シ

ヅ

マ

-

2
 
3
㌧
定
賜
而
　
定
賜
　
定
之
　
安
定
座
奴

｢
定
｣
を
｢
サ
ダ
メ
｣
と
三
個
所
に
訓
ん
で
い
る
が
､

集
中
用
例
が
多
-
外

に
代
る
べ
き
漢
字
は
な
い
｡
こ
れ
は
特
に
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
｡

し
か
し
｢
安
定
｣
を
｢
シ
ヅ
マ
-
｣
と
訓
む
例
は
集
中
こ
こ
一
個
所
し
か
な
い

唯
一
例
で
あ
る
｡
恐
ら
-
｢
安
定
｣
と
い
う
漢
語
が
日
本
語
の
　
｢
シ
ヅ
マ
ル
｣

に
相
当
す
る
た
め
'
当
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
し
た
が
っ
て
､
｢
安
定
｣
　
は
一

字
の
訓
の
問
題
で
は
な
い
の
で
､
最
後
に
は
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
べ
き
で
は
な

ヽ

-

0

-
1
V
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ヲ

ス

メ

シ

2
 
4
㌧
食
園
乎
　
所
レ
念
食
而

｢
食
｣
を
｢
ヲ
ス
｣
と
訓
む
例
は
､
こ
の
外
､

〇
八
隅
知
之
　
吾
大
王
　
高
照
　
日
乃
皇
子
　
荒
妙
乃
　
藤
原
我
宇
倍
ホ

ヲ
ス食
園
乎
　
真
之
賜
牟
登
-
-
-
(
一
･
5
 
0
)

が
あ
る
｡
な
お
､
『
滞
潟
久
孝
博
士
の
万
葉
集
注
秤
』
に
｢
古
事
記
上
巻
『
夜

ヲ

ス

之
食
園
』
に
注
し
て
『
訓
レ
食
云
二
義
須
.
』
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
ら
に
よ
り
｢
食
｣

を
｢
ヲ
ス
｣
と
訓
む
こ
と
が
可
能
な
わ
け
で
あ
る
｡

次
に
｢
食
｣
を
｢
メ
シ
｣
と
訓
む
の
は
｢
見
る
｣
に
敬
語
の
｢
ス
｣
が
つ
く

場
合
｢
メ
ス
｣
と
な
り
'
そ
の
連
用
形
で
あ
る
｡
仮
名
書
例
を
み
る
と
'

○
忍
照
　
難
波
乃
国
軍
葦
垣
乃
　
古
郷
跡
　
人
皆
之
-
-
-
太
高
敷
而

ヲ
ス食
園
乎
　
治
賜
者
-
･
･
･
･
･
･
(
六
･
:
)

ヲ
ス

○
食
国
　
連
乃
御
朝
庭
ホ
　
汝
等
之
　
如
是
退
去
者
-
-
-
(
六
･
･
9
 
7
 
3
)

○
珪
巻
毛
　
文
ホ
恐
之
　
吾
王
　
皇
子
之
命
　
物
乃
負
能
-
-
-
御
心
乎

メ

シ

ア

キ

ラ

メ

シ

見
為
明
米
之
　
活
道
山
-
-
-
(
三
･
4
 
7
 
8
)

○
須
責
呂
伎
能
　
御
代
万
代
ホ

7

葉
ホ
(
十
九
･
S
)
4

メ

　

シ

　

ア

　

キ

　

ラ

　

メ

　

　

メ

如
是
許
曽
　
見
為
安
伎
良
日
米

立
年
之

○
晴
嶋
　
山
跡
園
乎
　
天
雲
ホ
　
磐
船
浮
　
等
母
ホ
倍
年
-
-
-
等
登
能
倍

ヲ

ス

4

賜
　
食
園
毛
　
四
方
之
人
乎
母
･
･
･
･
･
･
･
･
･
(
十
九
･
c
q
L
L
'
)
4

ヲ
ス

そ
し
て
､
(
二
･
1
6
-
〓
玉
食
園
)
が
あ
る
が
い
ず
れ
も
'
こ
ん
に
ち
で
い

う
｢
食
べ
る
｣
と
い
う
意
味
で
は
な
-
｢
治
め
る
｣
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
｡

仮
名
書
例
で
は

〇
時
花
　
伊
夜
米
豆
良
之
母

5

都
共
等
ホ
(
二
十
･
S
)
4

メ

シ

ア

キ

ラ

メ

メ

加
久
之
許
曽
　
責
之
安
伎
良
米
晩

○
可
伎
加
蘇
布
　
数
多
我
美
夜
麻
布
　
可
牟
佐
備
与
-
-
-
須
責
呂
伎
能

ヲ

ス

ク

ニ

ナ

レ

パ

6

乎
須
久
ホ
奈
礼
婆
　
美
許
登
母
知
-
-
-
(
十
七
･
o
o
)
4

○
安
達
迩
与
之
　
奈
良
乎
伎
波
奈
礼
　
阿
麻
射
可
流
-
-
-
美
許
等
可
之
古

ヲ

ス

ク

ニ

ノ

8

美
　
乎
須
久
ホ
能
　
許
等
登
理
毛
知
与
-
-
-
(
十
七
･
o
o
)
4

な
ど
が
あ
る
｡

結
局
'
前
者
の
｢
ク
フ
｣
と
'
後
者
の
｢
､
､
､
ル
｣
と
は
共
に
尊
敬
語
と
な
っ

て
'
｢
ヲ
ス
｣
･
｢
メ
ス
｣
と
な
る
｡
｢
食
｣
を
｢
ヲ
ス
｣
と
訓
む
場
合
代
る
べ

メ

ス

メ

ス

き
文
字
が
な
い
が
'
｢
食
｣
を
｢
メ
ス
｣
と
訓
む
場
合
は
'
集
中
｢
召
｣
｢
見
｣

な
ど
の
文
字
が
み
ら
れ
､
こ
れ
ら
の
文
字
を
当
て
て
も
不
都
合
で
は
な
い
｡

ッ

キ

キ

テ

2
5
､
著
而
有
火
之
　
麻
衣
著

｢
著
｣
を
｢
ツ
キ
｣
と
訓
む
の
は
こ
れ
の
外
'
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ツ

キ

9

0
左
衣
遺
　
著
而
梼
尼
　
杏
人
　
潰
過
者
　
懸
布
在
奈
利
　
(
九
･
聖

こ
の
1
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
.
こ
の
他
｢
ツ
キ
｣
に
は
｢
附
｣
･
｢
付
｣
が

集
中
に
見
当
た
り
'
｢
著
｣
は
｢
附
｣
や
｢
付
｣
の
文
字
に
代
え
る
こ
と
が
出

来
る
｡
ま
た
'
著
を
｢
キ
テ
｣
と
訓
む
例
は
集
中
非
常
に
多
-
見
当
た
る
｡
こ

キ

キ

キ

の
｢
著
｣
の
外
'
｢
服
｣
や
｢
衣
｣
を
用
い
て
い
る
例
も
多
-
あ
る
｡
し
た
が
っ

て
'
｢
著
｣
は
｢
服
｣
･
｢
衣
｣
な
ど
の
代
る
べ
き
文
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
'
｢
著
｣
を
用
い
て
い
る
の
は
意
識
的
で
あ
ろ
う
か
｡

に
､
｢
悉
｣
の
漢
字
を
｢
コ
ト
ゴ
ト
｣
と
訓
ん
で
い
る
例
が
一
例
あ
る
.
し
か

し
､
｢
コ
ト
ゴ
ト
｣
は
集
中
用
例
の
多
い
今
の
場
合
の
｢
轟
｣
　
の
漢
字
を
当
て

る
の
が
自
然
で
あ
る
｡
も
う
一
方
の
｢
轟
｣
を
｢
ツ
キ
｣
と
訓
む
場
合
も
集
中

｢
轟
｣
を
当
て
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
｢
コ
ト
ゴ
ト
｣
と

｢
ツ
キ
｣
は
共
に
｢
轟
｣
以
外
の
漢
字
は
考
え
ら
れ
な
い
｡

コ

ト

ゴ

ト

ツ

キ

2
 
6
㌧
　
日
之
義
　
夫
不
レ
轟
者

｢
轟
｣
を
｢
コ
ト
ゴ
ト
｣
と
訓
む
の
は
集
中
こ
の
漢
字
を
用
い
て
い
る
場
合

が
一
番
多
い
｡
｢
轟
｣
　
の
漢
字
の
外
､

コ

ト

ゴ

ト

〇
八
多
龍
良
我
　
夜
童
登
不
レ
云
　
行
路
乎
　
吾
老
骨
悉
　
宮
道
叙
為

(
二
･
:
)

天
飛
成
　
軽
路
者
　
吾
妹
見
之
　
里
ホ
恩
有
老
熟
　
欲
レ
見
騰
　
不
レ
巳
行

者
　
人
目
乎
多
見
　
真
根
久
往
者
　
入
鹿
レ
知
見
　
狭
根
葛
　
後
毛
将
レ
相

コ

モ

リ

等
　
大
船
之
　
恩
恵
而
　
玉
晴
　
磐
垣
淵
之
　
隠
耳
　
懸
管
在
ホ
　
度
目

ガ
ク
ル

乃
　
晩
去
之
如
　
照
月
乃
　
雲
隠
如
　
奥
津
藻
乃
　
名
延
之
妹
者
　
黄
葉

乃
　
過
伊
去
等
玉
梓
之
　
使
乃
言
者
梓
弓
馨
ホ
聞
而
軒
騒
　
将
レ

言
為
便
　
世
武
為
便
不
レ
知
ホ
　
馨
耳
乎
　
聞
而
有
不
レ
得
者
　
吾
懸
　
千

重
之
一
隔
毛
　
遥
悶
流
　
情
毛
有
八
等
　
吾
妹
子
之
　
不
レ
止
出
見
之

軽
市
布
　
吾
立
聞
者
　
玉
手
次
　
畝
火
乃
山
ホ
　
喧
鳥
乃
　
音
母
不
レ
所
レ

聞
　
玉
梓
　
道
行
人
毛
　
猿
谷
　
似
之
不
レ
去
者
　
為
便
子
無
兄
　
妹
之

名
喚
両
袖
曽
振
鶴
　
(
二
･
E
)

と
あ
り
､
｢
皆
悉
｣
と
書
い
て
｢
コ
ト
ゴ
ト
｣
と
訓
ん
で
い
る
例
が
一
例
あ
る
｡

ま
た
'

コ

モ

リ

　

　

　

　

　

ガ

ク

ル

2
 
7
､
隠
耳
　
雲
隠
如

｢
隠
｣
を
｢
コ
モ
-
｣
と
訓
む
の
は
､

｢
カ
ク
ル
｣
と
意
味
の
上
で
類
似
性

コ

ト

ゴ

ト

○
悪
木
山
　
木
末
悉
　
明
日
従
者
　
磨
有
社
　
妹
之
嘗
将
レ
見
　
(
十
二
･

a)

を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
｢
隠
｣
の
文
字
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
長
歌

中
に
｢
隠
｣
を
｢
コ
モ
リ
｣
と
訓
ん
で
'
そ
れ
か
ら
五
旬
日
に
再
び
｢
隠
｣
を

｢
カ
ク
ル
｣
と
訓
ん
で
い
る
｡
な
お
､
｢
コ
モ
-
｣
は
'
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○
憶
保
税
美
能
　
弥
許
等
可
之
古
美
　
安
之
比
奇
能
-
-
-
都
可
比
多
要
米

コ

モ

リ

也
　
己
母
理
古
非
伊
棋
豆
伎
和
多
利
･

3

(
十
七
･
9
 
7
)
3

ヒ

ヒ

ル

2
 
8
､
人
日
成
　
日
者

｢
日
｣
を
｢
ヒ
｣
と
訓
む
例
は
集
中
非
常
に
用
例
が
多
く
強
い
て
説
明
す

る
ま
で
も
な
い
字
で
あ
る
が
'
｢
日
｣
を
｢
ヒ
ル
｣
と
訓
む
例
は
'

に
｢
己
母
理
｣
と
あ
る
｡
ま
た
､

○
伊
泥
多
く
武
　
知
加
良
乎
奈
美
等

許
己
呂
度
母
奈
思
　
(
十
七
･
9
 
7
 
2
)
3

コ

モ

リ

許
母
里
為
弓
　
伎
弥
ホ
散
布
流
ホ

○
玉
田
次
　
不
レ
懸
時
無
　
吾
念

ホ
　
烏
玉
之
　
夜
者
酢
幸
二

7

(
十
三
･
g
;
)
3

ヒ
ル

妹
西
不
レ
合
波
　
赤
根
刺
　
日
者
之
弥
良

眠
不
レ
睡
ホ
　
妹
懸
丹
　
生
流
為
便
無

に
｢
許
母
里
｣
と
あ
り
'
集
中
こ
の
よ
う
な
仮
名
書
例
が
み
ら
れ
る
が
､
訓
仮

名
の
場
合
'
｢
コ
モ
-
｣
･
｢
カ
ク
ル
｣
に
は
｢
隠
｣
字
以
外
に
は
ち
ょ
っ
と

外
の
文
字
は
考
え
ら
れ
な
い
｡

こ
の
歌
中
に
｢
日
｣
に
｢
ヒ
ル
｣
と
当
て
て
い
る
外
､

ヒ

ル

メ

○
天
地
之
　
初
時
　
久
堅
之
　
天
河
原
ホ
　
八
百
革
-
-
-
天
照
日
女
之
命
-
-

(
二
･
g
)

宇
都
曽
臣
等
　
念
之
時
　
携
手
　
吾
二
見
之

期
知
ホ
　
枝
刺
有
如
　
春
葉
　
茂
知
　
念
有
之

妹
庭
離
レ
有
　
世
中
　
背
不
レ
得
者
　
香
切
火
之
出
立
　
百
兄
槻
木
　
虚
知

妹
庭
難
レ
在
　
特
有
之

僚
流
荒
野
ホ
　
白
樺

ヒ

天
領
巾
隠
　
鳥
白
物
　
朝
立
伊
行
而
　
八
日
成
　
隠
西
加
婆
　
吾
妹
子
之

形
見
布
置
有
　
縁
見
之
　
乞
突
別
　
取
委
　
物
之
無
者
　
男
白
物
　
版
扶

持
吾
妹
子
輿
　
二
吾
宿
之
枕
附
嬬
屋
内
ホ
鋸
者
浦
不
怜
晩
之

夜
者
　
息
衝
明
之
　
離
レ
嘆
　
為
便
不
レ
知
　
離
レ
脊
　
相
縁
無
　
大
鳥

羽
易
山
ホ
　
汝
懸
　
妹
座
等
　
人
云
者
　
石
根
割
見
而
　
奈
積
釆
之
　
好

雲
叙
無
　
宇
都
曽
臣
　
念
之
妹
我
　
灰
而
座
者
　
(
二
･
m
)

｢
日
女
｣
に
｢
ヒ
ル
メ
｣
と
訓
む
の
が
見
当
た
る
の
み
で
あ
る
｡
｢
ヒ
ル
｣
は

一
般
に
｢
童
｣
が
当
て
ら
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
､
こ
こ
に
｢
日
｣
を

｢
ヒ
ル
｣
と
訓
ま
し
て
い
る
の
は
特
異
な
例
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
前
者
の

｢
日
｣
を
｢
ヒ
｣
と
訓
む
場
合
は
代
る
べ
き
漢
字
は
な
い
が
'
後
者
の
｢
日
｣

を
｢
ヒ
ル
｣
と
訓
む
場
合
は
も
っ
と
一
般
的
な
｢
童
｣
と
い
う
漢
字
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
､
｢
日
｣
と
い
う
文
字
を
用
い
て
い
る
の
は
意
識
的
で
あ
ろ
う
｡

秋
山
　
下
部
留
妹
　
奈
用
竹
乃
　
騰
遠
依
子
等
者
　
何
方
ホ
　
念
居
可

タ
ク拷
継
之
　
長
命
乎
　
露
己
曽
婆
　
朝
布
置
而
　
夕
者
　
消
等
言
　
霧
己
曽

婆
　
夕
立
而
　
明
者
　
矢
等
言
　
梓
弓
　
音
聞
吾
母
　
努
発
見
之
　
事
悔
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タ
ヘ

敷
乎
　
布
拷
乃
　
手
枕
纏
而
　
剣
刀
　
身
二
副
媒
償
牟
　
若
草
　
其
嬬
子

者
　
不
怜
弥
可
　
念
而
森
良
武
　
悔
弥
可

去
子
等
我
　
朝
露
乃
如
也
　
夕
霧
乃
如
也

念
懸
良
武
　
時
不
レ
在
　
過

(
二
･
2
 
1
 
7
)

の
　
｢
色
妙
｣
　
の
例
や
､

シ
キ
タ
ヘ

○
余
衣
　
形
見
ホ
奉
　
布
細
之
　
枕
不
レ
離
　
巻
而
左
宿
座
　
(
四
･
6
 
3
 
6
)

タ

ク

タ

へ

2
 
9
､
拷
継
之
　
布
拷
乃

｢
拷
｣
を
｢
タ
ク
｣
と
訓
む
例
は
､

タ
ク

○
拷
縄
之
　
永
命
乎
　
欲
苦
波
　
不
レ
絶
而
人
乎
　
欲
レ
見
社
　
(
四
･
g
)

の
　
｢
布
細
｣
　
の
例
な
ど
が
あ
る
の
に
､
ど
う
し
て
ま
ざ
ら
わ
し
い
　
｢
拷
｣
を
わ

ざ
わ
ざ
用
い
た
の
か
'
恐
ら
-
意
識
的
に
統
一
性
を
考
え
て
記
し
た
の
で
あ
ろ

う
0

タ
ク

○
水
沫
奈
須
　
微
命
母
　
拷
縄
能
　
千
尋
ホ
母
何
等
　
慕
久
良
志
都
　
(
五
･

902)

と
あ
り
､
｢
拷
｣
を
｢
夕
へ
｣
と
訓
む
例
は
'

梓
弓
　
手
取
持
而
　
大
夫
之
　
得
物
矢
手
挟

焼
　
野
火
登
見
左
右
　
燈
火
乎
　
何
如
間
者

露
露
ホ
落
者
　
白
妙
之
　
衣
塗
潰
而
　
立
留

･
ネ

暗
　
聞
者
　
泣
耳
師
所
レ
巽
　
語
者
　
心
曽
痛

御
駕
之
　
手
火
之
光
曽
　
幾
許
照
而
有

立
向
　
高
園
山
ホ
　
春
野

ナ
ク

玉
梓
之
　
道
衆
人
乃
泣
涙

吾
ホ
語
久
　
何
鴨
　
本
名

天
皇
之
　
神
之
御
子
之

(
二
･
2
 
3
 
0
)

○
天
皇
乃
　
御
命
畏
美
　
柔
備
ホ
之
　
家
乎
揮
　
-
-
-
朝
月
夜
　
清
ホ
見

タ
へ

者
　
拷
之
穂
ホ
　
夜
之
霜
落
-
-
-
(
一
･
7
9
)

と
あ
る
｡
｢
拷
｣
　
の
文
字
は
ど
う
や
ら
｢
タ
ク
｣
と
も
｢
夕
へ
｣
　
と
も
訓
ん
で

い
た
様
子
で
あ
る
｡
一
首
中
に
｢
樗
｣
を
｢
タ
ク
｣
と
｢
夕
へ
｣
と
二
様
に
訓

ん
で
い
る
が
'
｢
タ
ク
｣
　
の
場
合
は
外
に
適
当
な
漢
字
が
な
い
が
'
少
な
-
と

も
｢
シ
キ
タ
へ
｣
　
の
場
合
､

ナ

ク

ネ

3
0
､
泣
涙
　
泣
耳
師
所
レ
突

｢
泣
｣
を
｢
ナ
ク
｣
･
｢
ネ
｣
と
一
首
中
に
二
様
に
訓
ん
で
い
る
｡
｢
泣
｣

を
｢
ナ
ク
｣
と
訓
む
の
は
声
を
出
さ
ず
涙
を
流
す
と
い
う
漢
字
本
来
の
意
味
と

●

し
て
受
け
取
れ
る
が
'
｢
泣
耳
師
所
レ
巽
｣
を
｢
ネ
ノ
-
シ
ナ
カ
ユ
｣
と
'
｢
泣
｣

を
｢
ネ
｣
と
訓
ん
で
い
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
｡
集
中
｢
泣
｣
を
｢
ネ
｣
と

訓
ん
で
い
る
例
は
､

シ

キ

タ

へ

9

0
朱
羅
引
　
色
妙
子
　
敷
見
者
　
人
妻
故
　
吾
可
二
懸
奴
1
　
(
十
･
g
)
日
日

○
牡
牛
乃
　
三
宅
之
滴
ホ
　
指
向
　
鹿
嶋
之
埼
ホ
　
狭
丹
塗
之
　
小
船
儲
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1982　-
iZq　'-1

●

●

ネ

玉
纏
之
　
小
梶
繁
貫
　
夕
塩
之
-
-
-
足
垂
之
　
泣
耳
八
将
レ
巽
　
海
上

0

之
-
-
　
(
九
･
7
 
8
)
‖

巳

●

●

の
歌
に
｢
泣
耳
八
将
レ
巽
｣
を
'
｢
ネ
ノ
-
ヤ
ナ
カ
ム
｣
と
訓
ん
で
い
る
例
が
一

例
の
み
見
当
た
る
だ
け
だ
｡
あ
と
は
｢
ネ
｣
と
訓
む
場
合
は
す
べ
て
｢
巽
｣
の

漢
字
が
当
て
て
あ
る
｡
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
､
む
し
ろ
｢
泣
耳
師
所
レ
突
｣
　
の

句
の
､
語
頭
の
　
｢
泣
｣
の
文
字
と
､
句
末
の
　
｢
実
｣
　
の
文
字
を
入
れ
か
え
て
'

ネ

ネ

｢
突
耳
師
所
レ
泣
｣
と
す
る
方
が
本
当
の
よ
う
に
も
思
え
る
｡
ま
た
'
｢
泣
｣
　
は

･
ネ
｢
音
｣
　
の
文
字
の
方
が
集
中
用
例
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
､
こ
の
方
が
本
来
の
文

字
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

｢
泣
｣
を
｢
ナ
ク
｣
と
訓
ん
で
い
る
用
例
は
集
中
多
い
｡
｢
ナ
ク
｣
は
｢
泣
｣

の
漢
字
の
外
､

｢
泣
｣
　
の
漢
字
を
用
い
て
い
る
の
は
意
識
的
で
あ
ろ
う
か
｡

以
上
今
回
は
､
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
巻
一
･
巻
二
の
み
検
討
し
た
｡

○
テ
キ
ス
ト
は
『
高
菜
集
･
本
文
篇
･
塙
書
房
』
を
使
用
し
た
｡

(
疏
)

ナ
ク

○
珪
纏
毛
　
文
恐
　
藤
原
　
王
都
志
弥
美
ホ
　
人
下
-
-
-
潰
有
時
ホ
　
涙

4

言
　
目
鴨
迷
-
･
･
･
･
･
･
(
十
三
･
g
0
3

｢
涙
｣
を
｢
ナ
ク
｣
と
訓
ん
で
い
る
場
合
が
一
例
の
み
あ
る
｡
そ
の
外
｢
突
｣

を
｢
ナ
ク
｣
と
訓
ん
で
い
る
も
の
が
､
(
二
･
1
 
7
 
7
)
･
(

･
(
三
･
g
)
･
(
四
･
:
o
)
･
(
四
･
6
 
9
 
0
)
･
(
十
･

3

(
十
二
･
9
 
5
)
　
九
例
見
当
た
る
｡
こ
れ
か
ら
も
と
も
と

2

2
 
1
 
3
)
･
(
三
･
3
3
 
7
)

3)･

｢
突
｣
も
語
根
を
共
通
に
し
て
お
り
'
だ
ん
だ
ん
｢
な
く
｣

文
字
の
区
別
を
は
っ
き
り
し
て
い
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
｡

｢
泣
｣
　
も
　
｢
涙
｣
　
も

の
程
度
に
よ
っ
て

と
に
か
-
今
の
場
合
'

ナ

ク

ネ

｢
泣
｣
も
｢
泣
｣
も
外
に
代
る
べ
き
文
字
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
両
方
共
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